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１　普遍的課題学習活動
　平和・人権、環境や女性問題など、現代社会において市民生活

を営む上で、年齢や性別にかかわらず、普遍的な課題を解決する

ため学習機会を提供し、市民意識の啓発や共生社会の形成に必要

な能力を養うことを目的として開設した。

（1）平和・人権学習
　�　日本国憲法、教育基本法の理念に基づき、世界の平和および

人権の尊重に関する学習機会を提供し、共に生きる地域社会の創造をめざすことを目的として 1985（昭

和 60）年度から開設。

　�　当初は平和に関する学級と人権に関する学級を別々に開設していたが、平和と人権問題が不可分である

ことが意識化され、1992（平成４）年度から両者を統合し、平和・人権尊重学級として開設される。

　2015（平成 26）年度の事業実施傾向としては、いじめ問題や食の安全に関するものも取り上げられていた。

（2）男女平等推進学習
　�　性別役割分業の払拭や女性の地位向上など、性による差別や人権に関する問題解決に向けた学習機会を

提供し、男女共同参画社会の実現及び共に生きる地域社会の創造をめざすことを目的として開設してき

た。

　�　1992（平成４）年度からそれまでの「婦人学級」から「女性学級」へと名称が変更され、2003（平成

15）年度からは女性の課題から男女が共に学び合う学習へと転換を図り、男女共同参画社会の実現をめざ

す必要性から「男女平等推進学習」へと事業名を変更した。ここ数年の傾向として、「ワークライフバラ

ンス」の視点から夫婦や男女関係のあり方を学んでいく学級が増えた。最近では、男性の家事や育児への

参加を目指した講座も増えている。

２　子育て・共育学習活動
�　子育て期に必要となる諸課題に関して、継続的な学習の課題に内容を編成して事業を実施した。学習課題

としては、個々の家庭や親子関係が直面する事柄に内在する問題とともに、次の世代を生み育てるために親

として避けては通れないと思われる問題や、最近では、親と子どもを取り巻く環境の著しい変化に伴う新た

な課題の解決をめざす方向にある。ワークショップなど様々な参加型学習形態を取り入れ、親同士の学び合

いと仲間づくりを目指し企画運営している。

（1）家庭・地域教育学級
　�　子どもを豊かに育む地域社会を創造するために、子育てに関する家庭・地域課題の学習機会を提供し、

家庭教育の充実をめざす事業として、市民館等で学級を実施した。

（2）市民館保育活動
　�　幼い子をもつ親の学習機会を保障するため主催事業に同伴幼児の保育を併設し、地域で支え合う子育て

環境の醸成をめざす事業として、全館で実施した。保育併設は 1950（昭和 30）年代から婦人学級や生活

学校などにおいて学習者相互の輪番制によって始められた。以降、保育対象事業は市民要望に沿って拡大

され、現在では家庭・地域教育学級、男女平等推進学習、識字学習活動、市民自主学級・市民自主企画事

業などで実施されている。

Ⅲ　市民自治基礎学習事業の概要
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（3）保育ボランティア研修
　�　市民館保育の担い手である保育ボランティアの養成及び資質向上を図る事業として実施された。

３　家庭教育推進事業
�　子どもを取り巻く地域社会の環境は大きく変化し続けており、子どもの理解、親子のコミュニケーション

の取り方、大人としての地域のかかわり等について、地域と連携しながら身近な場の支援を目的とし、本事

業を実施している。

（1）各区家庭教育推進協議会
　�　推進協議会では、家庭・学校・地域の連携を前提に、ＰＴＡ家庭教育学級、自主グループ家庭教育学級

等の円滑な遂行を確保することを目的として、協議・情報交換等を行った。また、家庭教育支援のあり方

について、家庭教育支援チームを結成し、協議を行った。

（2） ＰＴＡ家庭教育学級講師派遣
　�　子どもの理解や親の役割及び家庭環境、家庭教育に関する地域の諸課題等についてＰＴＡが実施する家

庭教育学級に対し、講師派遣等の支援を行うことにより、子どもの健全な成長に向けた、学校・家庭・地

域の連携による学習活動を実施した。

（3）子育て支援啓発事業
　�　核家族化等により、家庭教育に関する情報を得にくくなっている子育て中の親子に向け情報交換や仲間

づくりの機会提供等を目的として、子育て広場を実施するなど、各市民館において助言や会場確保等、様々

な支援を行った。

（4）家庭教育支援講座
　�　子どもの理解や親の役割及び家庭環境、家庭教育に関する地域における諸課題等について、原則として

各区役所関係機関と連携しながら、気軽に参加しやすい学習機会を提供することにより、親として市民と

しての学びを支援した。



’14 教文・市民館活動報告書　Ⅲ １（1）　平和・人権学習　 ＜ 43 ＞

教文　平和・人権学習（１）
タイトル：音のない世界を知る
主　　題：聴覚障がい者への世界を知り、共に支え合う社会を目指す
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 2 木 理解を深めるⅠ
聴覚障がいとは何か。聴覚障がいに

ついての知識をつける
聴覚障害者情報文化センター職員

2 16 木 社会の取り組みを知る
講師のこれまでの体験や、それに基

づく現在の取り組みについて学ぶ。

（株）シュアール

代表取締役社長兼 CEO� 大木　洵人

3 30 木 理解を深めるⅡ ろう者・難聴者について学ぶ 聴覚障害者情報文化センター職員

4 11 13 木 現場を知る
川崎市聾学校への訪問と聴覚障害者

情報文化センターへの見学

川崎市聾学校　職員

聴覚障害者情報文化センター職員

5 27 木 地域での取り組みを知る
聴覚障害者支援を行っている団体と

の交流

川崎区聴力障害者協会

会長� 吉野　隆男

地域の手話サークル

●開設場所 教育文化会館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00（第４回は13:00まで）

●対　　象 市内在住・在勤・在学で関心のある方

●参加者数 11人（男２人、女９人） ●延べ人数 42 人

教文　平和・人権学習（２）
タイトル：水から考える平和
主　　題：生活に密接に関わる「水」という観点から平和について考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 18 火
グローバルな視点から

考える

きれいではない水が引き起こす世界

の水問題について学ぶ。

水ジャーナリスト

アクアコミュニケーター

橋本　淳司

2 25 火
グローバルからローカ

ルな視点へつなぐ
身体を動かしながら水について学ぶ プロジェクト WET ジャパン

3 12 2 火
ローカルな視点から考

えるⅠ

大師河原水防センターへ訪問し、水

辺にすむ生物について学ぶ

NPO 法人　多摩川干潟ネットワーク

理事� 佐川　麻理子

4 9 火
ローカルな視点から考

えるⅡ

二ヶ領用水せせらぎ館へ訪問し、多

摩川について学ぶ

NPO 法人　多摩川エコミュージアム

代表理事� 齋藤　光正

5 16 火
自分ができることは何

か考える

これまでに感じた問題意識をカタチ

にする

平和館

専門調査員� 暉峻　僚三

●開設場所 教育文化会館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 市内在住・在勤・在学で関心のある方

●参加者数 11人（男3人、女8人） ●延べ人数 28 人

Ⅲ １（1）　平和・人権学習
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幸　平和・人権学習（1）
主　　題：子どもたちにどういう未来を残すのか？
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 7 日「憲法」について考える

各自の「憲法」のイメージや知識を

出し合い、学習者同士の共通認識を

図る

明治大学

講師� 渡辺　賢二

2 14 日
「社会科」教育について、

現状を確認する

「社会」について、どのように教え

られてきているのかについて学ぶ

弁護士・大田区元教育委員長

櫻井　光政

3 21 日 化学物質について考える
化学物質について、それらが抱える

問題や対応について学ぶ

明治大学

教授� 寺田　良一

4 28 日
原子力発電について考え

る

原子力発電について、「経済」の視

点から考える

城南信用金庫

理事長� 吉原　毅

5 10 12 日
改めて「憲法」について

考える

「憲法」をとりまく状況を学び、子

どもたちへ伝える未来について話し

合う

慶応義塾大学

名誉教授� 小林　節

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方

●参加者数 36人（男 10人、女 26人） ●延べ人数 61 人

●企画委員会 5回 ●企画委員 4人

幸　平和・人権学習（2）
主　　題：その食べ物、だいじょうぶ？～食の安全あれこれ～
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 25 日
食の安全問題について

学ぶ

食の安全問題について、今何が問題

となっているのか、について学ぶ

食生活ジャーナリストの会　　　　

代表幹事� 佐藤　達夫

2 2 8 日 食品表示について学ぶ

食品表示についての知識を学び、そ

こから得られる情報を読み取る力を

つける

管理栄養士・国際薬膳士

田中　景子

3 15 日
健康食品について考え

る

生命・身体の維持以外の目的で摂取

される‘食’について考える

（株）朝日新聞社記者

大村　美香

4 22 日 添加物について考える 食品添加物について学ぶ
（一社）日本食品添加物協会

広報担当（常務理事）� 金子　隆

5 3 8 日
‘食’の未来について考

える

過去・現在・未来の「食の安全」に

ついて考える
大村　美香

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 9人（男3人、女6人） ●延べ人数 36 人
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幸　平和・人権学習（3）
主　　題：「社会的ひきこもり」とは何か
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 5 木
社会的引きこもりとは

何かについて学ぶ

社会的引きこもりの現状について理解

を進め、地域で何ができるか考える

川崎市精神保健福祉センター

担当課長� 桜井　智江

2 12 木
地域での家族や本人の

支援について学ぶ

孤立する人々が多い社会の中で、ど

のような解決策があるのかを考える NPO 法人育て上げネット

若年支援事業部

部長� 蟇田　薫3 19 木
親としてできることに

ついて考える

引きこもり状態の子どもを、外の社

会につなげる方法について考える

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 ６人（男２人、女４人） ●延べ人数 14 人

幸　平和・人権学習（4）
主　　題：戦争を語り継ぐ
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 10 火
幸区の戦争について考

える

川崎大空襲時、幸区の都町ロータ

リーで多くの人々が爆撃で亡くなっ

た話を体験した人から聞き、戦争に

ついて改めて考える

戦争体験者

相澤　正行、佐藤　房江

髙橋　芳雄、野口　始男

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 17人（男13人、女４人） ●延べ人数 17 人

中原　平和・人権学習
タイトル：中原から考える平和と人権
主　　題：中原区という地域性に沿って戦時中や戦後の歴史を学ぶ。
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 22 水
地域からどう平和と人

権を学ぶか、考える
中原区から考える平和と人権

明治大学

講師� 渡辺　賢二

2 11 5 水
戦時中の中原区の状況

と戦後の復興を知る
中原区の空襲と平和公園誕生の経緯

川崎中原の空襲・戦災を記録する会

事務局長� 松元　泰雄

3 26 水 市民自治の大切さを学ぶ 多摩川の洪水とアミガサ事件 地域史研究家� 長島　保

4 12 3 水
大正時代からの等々力

の歴史を知る
等々力の歴史 なかはら探究会��� 芳賀　誠

5 17 水
中原区から多文化共生

を考える

西中原中学校の夜間中学における学

びと人権
西中原中学校教諭��� 佐藤　康子

6 1 14 水
平和を学ぶ活動の大切

さを知る

登戸研究所から登戸資料館へ―地域

から見た戦争と平和―

明治大学

講師　�� 齋藤　一晴

7 23 金
近隣地域から学ぶ平和

①

【フィールドワーク】日吉台旧海軍

地下壕（慶大日吉キャンパス内）の見学
日吉台地下壕保存の会

8 2 4 水
公害環境教育の大切さ

を学ぶ
川崎市で行われた公害環境教育

元川崎市立小学校

教諭�������� �川上　秀洋

9 18 水
近隣地域から学ぶ平和

②

海軍気象部と横浜大空襲　～戦時中

の大倉山～

（公財）大倉精神文化研究所

　　　　　　� 林　宏美

10 3 11 水
今までの講義をもとに、

話し合いを行う
まとめ・話し合い 企画委員

●開設場所 中原市民館　他 ●時 間 帯 18:30 ～ 20:30

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 31人（男14人、女17人） ●延べ人数 177 人（9回まで）

●企画委員会 ２回 ●企画委員 ５人
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高津　平和・人権学習（１）
タイトル：食の安心～食べたいものも食べられないこんな世の中じゃ！～
主　　題：食べたいものを自ら選択し、生きていく
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 28 水 食品と畜産動物
鶏、牛、豚などの畜産動物の生産過

程や環境問題について知る

ＮＰＯ法人アニマルライツセンター

代表理事� 岡田　千尋

2 2 4 水 食品偽装
食品偽装問題や原因、消費者ができ

ることについて学ぶ

（公財）食の安全・安心財団

理事・事務局長� 中村　啓一

3 11 水 食と心のバランス

食と心のバランスについて生活を振

り返りながら考える（料理実習＆

ワーク）

食と心のオフィスワクワクワーク

副代表� 松波　苗美

スタッフ� 碇谷　乃梨子

4 18 水 食品リスク
輸入食品・添加物・放射性物質汚染

などの食品リスクを知る

ＮＰＯ法人食品保健科学情報交流協

議会

理事長� 関澤　純

5 25 水 食品ロスとフードバンク
食品ロスの現状やフードバンクの取

り組みについて学ぶ

（株）ｏｆｆｉｃｅ３．１１

代表取締役� 井出　留美

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 35人（男７人、女28人） ●延べ人数 82 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 1人（男１人、女０人）

●保 育 者 高津市民館登録保育ボランティア

高津　平和・人権学習（2）
タイトル：大人の学び舎～子どもたちの現在
主　　題：次世代を担う子どもたちに、夢は残せますか？
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 11 水

子どもたちの自由な育

ちについて様々な角度

から考える

世界の教科書選び

欧米やアジア、日本の教科書制度を

学ぶ

（公財）教科書研究センター

常務理事� 伊勢呂　裕史

2 2 25 水
若者の貧困について実態を知り、解

決の方向性について考える。

NPO 法人育て上げネット

蟇田　薫

3 3 4 水
インクルージョン社会��障がいのあ

る人の育ち・人生について考える。

田園調布学園大学

教授� 鈴木　文治

4 11 水
外国につながる子どもたち

ヘイトスピーチと在日外国人

NPO 法人コリア NGO センター

金　朋央

5 25 水
チャイルド・プア

子どもの貧困について考える。

NHK 報道局ディレクター

新井　直之

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 27人（男11人、女16人） ●延べ人数 55 人
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宮前　平和・人権学習（1）
タイトル：いじめ、虐待～子どもの権利～
主　　題：いじめや虐待から子どもの権利を考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 1 土 いじめ問題について いじめの現状について学ぶ
東京家庭教育研究所　所員

中西　孝枝

2 8 土
子どもがいじめにあっ

たら
子どもへの接し方を学ぶ

東京家庭教育研究所　所員

黒田　育世

3 15 土 虐待の実態と救済
虐待の現状と虐待にあっている子ど

もの救済について学ぶ

市民・こども局こども家庭センター

地域連携・虐待対策係長　

石田　博己

4 22 土
市の子どもの権利施策

について

子どもの権利条例と第４次子どもの

権利に関する行動計画を学ぶ

市民・こども局子どもの権利

担当課長� 大田　祈子

5 29 土 ネット社会と子ども
スマートフォン、携帯電話等による

いじめや人権侵害について学ぶ

川崎市ＰＴＡ連絡協議会

ＨＰ運営顧問� 田島　和彦

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 小・中学・高校生をもつ保護者、関心のある方

●参加者数 12人（男２人、女10人） ●延べ人数 23 人

� � � � � � �

宮前　平和・人権学習（2）
タイトル：報道から学び、考える個人になる
主　　題：新聞を題材とし、個人のメディアへの向き合い方を考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 24 土
新聞の現状や特徴を知

ろう

多メディア時代における新聞のもつ

特徴・意義を知る

（株）毎日新聞社　社長室

次長� 桜井　茂

2 31 土

朝日新聞の誤報から学

べることは何かを考え

よう

朝日新聞の「吉田調書」報道、従軍

慰安婦報道の経緯と問題点を整理す

る 駿河台大学　教授� 瀬戸　純一

3 2 7 土
新聞づくりの現場を知

ろう
新聞記者の記事づくりの過程を知る

4 21 土
ジャーナリズムとは何

かを学ぼう

ジャーナリズムの概要と、新聞記者

のジャーナリズムの醸成過程を知る（株）毎日新聞社　「教育と新聞」

推進本部委員� 城島　徹
5 28 土

メディアとの関わり方

を考える

価値ある情報を見抜く力を、どう育

み、活かしていけるかを学ぶ

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 37人（男19人、女18人） ●延べ人数 132 人
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多摩　平和・人権学習
タイトル：今、まがり角？～平和・環境・暮らし…あなたは～
主　　題：日常生活の身近な問題について考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 8 土
大飯原発訴訟の判決に

ついて考える

オリエンテーション

大飯の運転差し止めの判決につい

て、人格権の観点から考える

さくら共同法律事務所　弁護士

河合　弘之

2 15 土

放射能の規制基準とそ

の安全性、限界値につ

いて学ぶ

放射能の基本的な知識について学ぶ
原子力資料情報室　共同代表

伴　英幸

3 12 6 土

国家の安全保障と個人

の安全保障の整合性に

ついて学ぶ

集団的自衛権の行使が認められるこ

とによる市民生活への影響について

考える

法政大学　教授

山口　二郎

4 20 土

地震などの災害に備え

るために、市民がやる

べきことについて学ぶ

救命・防災等についての心構え等を、

具体的な事例から学ぶ

東京都市大学　客員教授

宮林　正恭

5 1 10 土
戦争、原発について考

える

関川秀雄監督映画「ひろしま」

上映会＆講演会【公開講座】

映画プロデューサー

小林　一平

6 17 土
川崎の歴史について知

る

明治から現代の川崎の工業化の歴史

や、戦争等によりもたらされた問題

について考える

企画委員

7 24 土

原水爆実験のもたらし

たものについて、講談

から学ぶ

講談「第五福竜丸」「ゴジラ誕生」

【公開講座】

講談師

田辺　一乃

8 2 8 日

第二次世界大戦時の秘

密兵器の研究、開発等

の歴史を学ぶ

登戸研究所の見学
市民ガイド

宮永　和子

9 14 土
五日市憲法と日本国憲

法の違いについて学ぶ

明治初期につくられた民間の憲法

「五日市憲法」と「日本国憲法」の

違いについて学ぶ

専修大学　教授

新井　勝紘

10 21 土
増え続ける核のごみに

ついて考える

核のごみを増やさないために市民と

してできることを考える

明治学院大学　教授

熊本　一規

●開設場所 多摩市民館　他 ●時 間 帯 主に14:00 ～ 16:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 30人（男9人、女21人） ●延べ人数 347 人

●企画委員会 ８回 ●企画委員 11人
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麻生　平和・人権学習
タイトル：若者たちの今	 	 	
主　　題：労働・雇用から見た若者の今を考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 10 金

現代の若者の特徴を知

り、参加者同士で共有

する

現代の若者像　～若者の今をヨむ～

ＮＰＯ法人育て上げネット

若年支援事業部

部長（支援サービス担当）

蟇田　薫

2 17 金
若者にとっての「働く」

意味を考える

「働く」ってなんですか？

～若者にとっての「働く」意味～

ＮＰＯ法人育て上げネット

若年支援事業部　担当課長

ＩＣＤＳキャリアコンサルタント

社会福祉士� 古賀　和香子

3 24 金
若者が直面している現

代の雇用状況を学ぶ

働く若者の今を考える 首都圏　青年ユニオン

事務局長� 山田　真吾

4 31 金

格差の意味や種類を知

り、若者に与える影響

について考える

格差がもたらすモノは何か？

だいＪＯＢセンター

統括責任者� 山口　耕樹

だいＪＯＢセンター

居住家計支援員� 小澤　友香

5 11 7 金

「ブラック企業」から若

者の雇用形態や、若者

の人権について考える

「ブラック企業」って何だ？

ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ

雑誌『ＰＯＳＳＥ』編集部

竹田　真登

6 14 金

若年ホームレスの現状

を学び、それに至るま

での経緯を知る

若年ホームレスの現状を学ぶ

ＮＰＯ法人ビッグイシュー基金

チーフコーディネーター

瀬名波　雅子

7 28 金
若年女性の雇用状況に

ついて学ぶ
若年女性の今

（社）インクルージョンネット

よこはま

理事� 鈴木　晶子

8 12 5 金

世界の若者と日本の若

者を比較し、課題や問

題点を探る

世界の若者と日本の若者
（独）労働政策研究・研修機構

主席統括研究員� 濱口　桂一郎

9 12 金
若者を支援する取組み

を学ぶ

困ったときの相談窓口を知ろう

～若者支援施策を知る～

テンプスタッフキャリアコンサル

ティング（株）

官公庁事業本部

キャリアコンサルタント

青木　恒男

10 19 金

これまでの講座を振り

返り、これからの若者

について考える

講座の振り返りとまとめ

～これからの若者について考えよう～
蟇田　薫

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 29人（男９人、女20人） ●延べ人数 148 人



＜ 50 ＞　 ’14 教文・市民館活動報告書　Ⅲ １（2）　男女平等推進学習

教文　男女平等推進学習（1）
タイトル：女性のいきいきライフ
主　　題：女性が社会でいきいきと輝けるように、役割を離れた自分らしさを考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 12 木 自分を認める お互い認め合い、気持ちをほぐす ファシリテーター� �藤田　美香

2 19 木 自分らしさを考える
色を通して「自分」と「自分らしさ」

とは何かを考える

トゥルーズカラー

代表� 後藤　妙子

3 27 金 心と身体の健康を考える
ヨガを通して心身の健康の大切さに

ついて考える
ヨガ講師� 河　愛順

4 3 6 金
ワークライフバランス

について学ぶ

ワークライフバランスから時間の使

い方を考える

（株）ワーク・ライフバランス

コンサルタント� 大畑　愼護　

5 13 金 まとめ ･振り返り

これまでの「自分」を改めて見つめ

なおし、これからの「自分」につい

て考える

藤田　美香�

職員

●開設場所 教育文化会館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 25人（男１人、女24人） ●延べ人数 99 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 10人（男６人、女４人）

●保 育 者 ポピンズ  

教文　男女平等推進学習（2）
タイトル：ありのままの自分～ジェンダーとファッション～
主　　題：性とはなにか、改めて見つめなおし、性の多様性に対しての理解を深める
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 15 木 ジェンダーの概論 日本人と異性装の歴史について学ぶ
性社会・文化史研究者

三橋　順子

2 22 木
昔のファッションと

ジェンダー

ジェンダーとパフォーマンスの関係

性について学ぶ
舞踊評論家� 石井　達朗

3 2 15 日 性と神社
金山神社への訪問を行い、性と神社

について学ぶ

若宮八幡宮 ･金山神社宮司

中村　博行

4 19 木
現代のファッションと

ジェンダー

マンガの観点から現代のジェンダー

表象について学ぶ

専修大学文学部　

助教� 押山　美知子

5 26 木
ありのままの自分で生

きる

自分事としてジェンダーの課題につ

いて考える

子育てアドバイザー

三星　とく子

●開設場所 教育文化会館 ●時 間 帯 19:00 ～ 21:00（第３回は10:00 ～ 12:00）

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 45人 ●延べ人数 98 人

Ⅲ １（2）　男女平等推進学習
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幸　ママ・プレママのためのイクメン・プロデュース！
主　　題：妻が夫の育児参加を上手に促すコミュニケーションを学ぶ
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 15 木

子育てに関する男女の

悩みの差異を知り、妻

主導によりパートナー

シップの構築を図る

オリエンテーション・自己紹介・現

状分析
企画運営委員職員

2 22 木
ママからパパへの効果的なアプロー

チを学ぶ

ロジカルペアレンティングＬＬＰ

代表� 林田　香織

3 2 1 日
家族で手作りおもちゃを作って遊ぼ

う

元駒沢女子短期大学

准教授� 菅原　順一

4 12 木
パパの育児参加を促す為、ディス

カッションで自分らしさを探る
企画運営委員職員

5 19 木
どうすればパパにママの願いが届く

のかを考える

スクラム 21 イキメン研究所

主任研究員� 織田　弦

6 3 1 日 子どもとの音楽を通じた交流
ＮＰＯ法人えほんうた ･あそびうた

代表理事� 西村　直人

7 5 木
達成できたこと、課題に残ったこと

を整理する

（株）ソラーレ

代表� 東　浩司

●開設場所 幸市民館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 10人（男0人、女10人） ●延べ人数 52 人

●企画委員会 10回 ●企画委員 3人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ８人（男３人、女５人） ●保 育 者 幸保育学習会

中原　男女平等推進学習（１）
タイトル：40代からはじめよう～自分の棚おろし
主　　題：これまでの人生を振り返って整理をし、より豊かな人生を送る
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 11 土
自分の棚おろしをはじ

める

自己紹介・過去、現在、未来について、

今思っていることを口に出してみる

（有）コミュニティ・サポートネッ

ト　代表� 生駒　みを

2 18 土
これからの人生を豊か

にするために①

「男女共同参画」と「男女平等」の

違いと意味について考える

川崎市男女共同参画センター　

事務局長� 脇本　靖子

3 11 1 土
これからの人生を豊か

にするために②

時代に乗り遅れないために～スマー

トホン、ブログ、ラインについて学

ぶ

ＮＰＯ法人情報セキュリティフォー

ラム� �廣瀬　由美

4 8 土
想いを共有し、自分の

想いを整理する

普段思っていても口に出せない「家

族のこと、自分のこと ･･･」を話し

てみる

とよたまこころの診療所　ソーシャ

ルワーカー� 辻野　恵子

5 15 土
自分らしい明るい未来

図を描きはじめる

まとめ

自分の棚おろしをはじめる
　企画委員

●開設場所 中原市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 18人（男３人、女15人） ●延べ人数 54 人

●企画委員会 ８回 ●企画委員 ４人

� � � � � � �

� � � � � � �
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中原　男女平等推進学習（２）
タイトル：あなたはあなたでいいんだよ	
主　　題：	男らしく、女らしくではなく、大人も子どもも自分らしく生きていくために、思いを出し

合い考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 6 金
自分の中の課題に気づ

く
オリエンテーション　自己紹介

ＮＰＯ法人日本子育てアドバイザー

協会

子育てアドバイザー� 三星　とく子

2 13 金
日本社会の歴史的背景

を知る

なぜ「男らしく」「女らしく」が存

在しているのかを学び、現状を理解

する

東京学芸大学教授� 松田　恵示

3 20 金
大人が持つべき意識に

ついて考える

相談から見えてくる子どもの苦しさ

を考える
弁護士� 小圷　淳子

4 27 金
「あなたはあなたでいいんだよ」の

メッセージが子どもに届くには？

ＮＰＯ法人フリースペースたまりば

理事長� 西野　博之

5 3 6 金 自分らしく生きるには
講座を振り返り、今の思いを出し合

い、整理し、明日からに生かす
三星　とく子

●開設場所 中原市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 12人（男１人、女11人） ●延べ人数 45 人

高津　男女平等推進学習（１）
タイトル：大人のためのトークサロン 2014 ～働くことについてトコトン語ろう！～
主　　題 :「働く」ことについて男女で話し合うことによって、お互いの個性を尊重し合う社会をめざす
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 5 金 はじめましての会 仲間について知る
高津区民� 山田　武彦

職員2 12 金
働くことについて話し

合う１

「働く」ということについての悩み

や体験をお互いに語り合う

3 19 金
健康に働き続けるため

に

ブラック企業といわれる会社 ･身近

な労働問題について学ぶ

ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ理事

雑誌ＰＯＳＳＥ編集長� 坂倉　昇平

4 26 金
働くことについて話し

合う２

「働く」ということについての悩み

や体験をお互いに語り合う

山田　武彦

職員

5 10 3 金

「働き続ける」上でのメ

ンタルヘルスについて

知る

働き続ける上で直面してしまうメン

タルヘルスの問題について知り心の

病を予防するために役立てる

ビジョナリーマインド

日本セルフエンカレッジ協会代表

市岡　久典

6 10 金
働くことについて話し

合う（まとめ）

これからの自分と仕事の向き合い方

について考える

山田　武彦

職員

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 18:30 ～ 20:30

●対　　象 働いてる人・働きたい人  

●参加者数 12人（男４人、女８人） ●延べ人数 31 人
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高津　男女平等推進学習（２）
タイトル：パパが主役の子育て講座　夫婦ｄｅ子育てを楽しもう！
主　　題：様々な家族の環境の中で夫婦でどのように育児をするのか考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 11 日 男性の育児について
男性の育児について夫婦であらため

て考える

㈱ソラーレ　代表

東　浩司

2 18 日
パパママともに学びた

い子どもの病気とけが

子どもの病気やけがについての知識

を夫婦ともに学ぶ

海老名総合病院　看護師

石田　千亜紀

3 2 8 日

「やさしくする」と「甘

やかす」、「怒る」と「叱

る」を考える

子どもに健やかに成長してもらうた

めに、親としてどう接すればいいの

かを考える ＮＰＯ法人子どもすこやかサポート

ネット　理事� 高祖　常子�

4 15 日
家族のハッピーバラン

スが子どもを育む

夫婦のコミュニケーションを通した

ワークライフバランスについて学ぶ

5 3 1 日
夫婦で語ろう我が家の

子育て、隣の子育て

ワークショップを通じて夫婦で楽し

く育児するための秘訣を学ぶ。受講

者同士の交流をはかる

ロジカル・ペアレンティングＬＬＰ

代表� 林田　香織

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 14:30 ～ 16:30 

●対　　象 未就学児の子を持つ夫婦  

●参加者数 33人（男16人、女17人） ●延べ人数 98 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 10人（男８人、女２人）

●保 育 者 高津市民館登録保育ボランティア  
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宮前　男女平等推進学習
タイトル：今の私をどう活かす？
主　　題：自分を活かす場とそれに合った仕事や家庭のバランスを考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 13 火 自己紹介 講座の趣旨説明 /自己紹介 職員

2 20 火
女性の課題はなぜ変わ

らないのか

近年の女性の生き方に関する話題に

ついて振り返る

東京女学館大学　

教授� 加藤　千恵

3 27 火
現在の社会の中での女

性の生き方

今の社会や制度の長所および欠点

と、そこにおかれている女性の現状

を学ぶ

詩人 ･社会学者� 水無田　気流

4 2 3 火
これからの自分を見失

わないために

今後の自分の周りの状況変化を意識

し、生じる課題を考える

子育てアドバイザー�　

三星　とく子

5 10 火 これまでのふり返り
今までの学習についてそれぞれが感

じたことをまとめる　

㈲コミュニティサポートネット

代表� 生駒　みを

6 17 火
いろいろな人の生き方

に触れる１

地域活動の中から自分を活かす場を

見つけた人たちの話を聞く

多文化クラブとまと� 田原　明子

アトリエラパン� 中村　朝子

自主保育 BB だん ･おとのわぐま

大西　由紀野

7 24 火
いろいろな人の生き方

に触れる２

仕事に生き生きと取り組んでいる人

の話を聞く

スクールソーシャルワーカー

入海　英里子

8 3 3 火 自分の生き方を考える

自分が大切に思っているものを確認

し、これからの生活のバランスを考

える　

生駒　みを

9 10 火
自分の活かし方を考え

る

自分の持っているもの（資源）を活

かしてひとつのものを作り出す体験

をする
参画はぐくみ工房代表

� 竹迫　和代

10 17 火 まとめ 発表会

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 21人（男0人、女21人） ●延べ人数 150 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 11人（男６人、女５人）

●保 育 者 宮前市民館登録保育ボランティア  
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菅生　男女平等推進学習
タイトル：すがお手つなぎまつり♪応援隊♪
主　　題：企画から参加して、みんなで手をつなごう！
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 7 27 日
互いに知り合い、講座

の趣旨を理解する

かわさき共生＊共育プログラムの体

験・自己紹介・オリエンテーション 職員

2 8 10 日
プロジェクトＡパパた

ちが思わず参加したく

なる面白いプログラム

を考える

パパたちの声を聴いてみよう

3 24 日
パパたちが思わず参加したくなるプ

ログラムのアイデアを出し合おう♪ 参画はぐくみ工房代表 ･ ファシリ

テーター� 竹迫　和代
4 9 7 日

パパに届く広報を工夫しよう！役割

分担や進め方を決めよう

5 21 日 プロジェクトＢ幅広い

世代の人たちが楽しく

交流できるプログラム

を考える

パラシュートを使ったムーブメント

体験（協力 :ひなたぼっこの会）

前子育て支援センターすがお

担当係長� 鈴木　栄子

6 10 5 日
多世代が楽しく交流できるプログラ

ムのアイデアを出し合おう♪ 元宮前市民館　

社会教育指導員� 生駒　みを
7 19 日 役割分担や進め方を決めよう

8 11 2 日 企画したプログラムを

実施するためのイベン

ト運営のスキルを学ぶ

それぞれの企画の準備をしよう

職員
9 15 土

さぁ、「すがお手つなぎまつり」で

実践！

10 30 日
企画運営した経験を検

証し今後に生かす
自分たちの企画をふりかえって

竹迫　和代

　生駒　みを

●開設場所 菅生分館　他 ●時 間 帯 主に13:30 ～ 15:30

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 ６人（男２人、女４人） ●延べ人数 40 人
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多摩　男女平等推進学習
タイトル：みつけよう！私らしいキャリアデザイン
主　　題：女性の働き方の可能性について考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 17 金 女性の働き方の可能性
学習者同士で自己紹介

女性の働き方について考える

キャリア ･カウンセラー　

桑田　真理子

2 31 金
自分自身にできること

を考える

人生の中で培ってきた仕事に活かす

ことのできる能力、スキルについて

考える

キャリア ･カウンセラー　

宮川　美恵子

3 11 7 金
女性のビジネス環境に

ついて知る

現代の女性を取り囲むビジネス環境

などについて学習する

合同会社人材ドック　

代表� 須田　万里子

4 14 金
家族との協力関係を築

く

家庭内の人間関係を円滑にするコ

ミュニケーションについて学習する

（株）キャリアマム代表　

堤　香苗

5 21 金
受講者交流会、振り返

り

受講者同士で交流を深めるととも

に、これまでの講座を振り返る

川崎市男女共同参画センター

事務局長� 脇本　靖子

6 28 金 仕事は体づくりから
食生活を中心とした正しい生活リズ

ムの身につけ方について学習する

㈱ワークスプランニング　

代表取締役� 村井　美月

7 12 12 金
自分にあった職業の選

び方

様々な職業の就職環境等を知るとと

もに、職業の選び方について学ぶ

ハローワーク川崎北マザーズハロー

ワーク� 後　直美

8 19 金 人生設計を考える
これからの人生における適切なお金

の管理について学ぶ
ハートマネー　代表� 氏家　祥美

9 1 16 金 自分をアピールしよう

就職時、就職後に自分をアピールす

るコミュニケーション方法について

学ぶ

桑田　真理子

10 30 金 まとめ ･振り返り
これから、社会、家庭で取り組める

ことを考える（まとめ ･振り返り）
企画委員　職員

●開設場所 多摩市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 主に20代～ 40代の女性

●参加者数 12人（男０人、女12人） ●延べ人数 81 人

●企画委員会 ３回 ●企画委員 ３人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ７人（男２人、女５人） 

●保 育 者 多摩保育グループ  
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麻生　男女平等推進学習（１）
タイトル：私とあなたの間～大切な人とコミュニケーションをとるワークショップ～
主　　題：より円滑なコミュニケーションを取る方法を体を使って学ぶ
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 12 水

コミュニケーションと

は何か、自分の気持ち

をつかむ

コミュニーションとは何か。自分が

今ここでどんな気持ちでいるのかを

つかむワークをする

米国ＣＴＩ認定プロフェッショナル

コーチ� 塙　博臣

2 26 水 相手の気持ちをつかむ

性別や、地位による役割にとらわれ

ず、相手の気持ちをつかむワークを

する

結婚カウンセラー� 金田　和香子

3 12 10 水 状況を受け入れる

自分の常識を超えた対応をされたと

きに、その状況を受け入れ、前向き

に対応するワークをする

インプロ ･ワークス（株）代表取締

役、青山学院大学大学院客員教授

絹川　友梨

4 17 水
自分も相手も大切にす

るコミュニケーション

今までの家庭内の規範にとらわれ

ず、「自分」「相手」を理解し、実生

活に活かせるワークをする

ＩＳキャリア開発研究所代表シニア

産業カウンセラー� 岩舩　展子

5 1 14 水

まとめ、どのようにコ

ミュニケーションを実

践したかを共有する

家庭や地域で実践してきたコミュニ

ケーションを共有し、体に染み込ま

せる

米国ＣＴＩ認定プロフェッショナル

･コーアクティブコーチ　

津留　沢美

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 21人（男３人、女18人） ●延べ人数 91 人

麻生　男女平等推進学習（２）
タイトル：生き生き　おひとりさまライフ
主　　題：男女誰にでも訪れる一人の未来のライフスタイルを考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 21 火
本学習の主旨 ･ ねらい

を理解する
オリエンテーション ･自己紹介 　職員

2 11 4 火
ひとりで迎える未来の

生活で必要になること

は何かを明確にする

「おひとりさま」またはその予備軍

のこれからの各自の生活の課題（生

活資金 ･ 住居 ･ 相続などの法律等）

を知り、自分らしい将来の迎え方

を考える

ノンフィクションライター

中澤　まゆみ3 11 火

4 18 火 弁護士� 澤井　康生

5 25 火 まとめ ･振り返り

講座を振り返りながら、これから

の各自の生活の課題を考え、家族

や参加者同士が支え合うきっかけ

の場を持つ。

職員

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 39人（男９人、女30人） ●延べ人数 147 人



＜ 58 ＞　 ’14 教文・市民館活動報告書　Ⅲ １（2）　男女平等推進学習

麻生　男女平等推進学習（３）
タイトル：私とあなたの間～大切な人とコミュニケーションをとるワークショップ２～
主　　題：より円滑なコミュニケーションを取る方法を体を使って学ぶ	
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 21 水

コミュニケーションと

は何か、自分の気持ち

をつかむ

自信を持ってコミュニーションをと

るワークをする
結婚カウンセラー� 金田　和香子

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 11人（男３人、女８人） ●延べ人数 11 人
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Ⅲ ２（１）　家庭・地域教育学級
教文　家庭・地域教育学級（1）
タイトル：１年生ママのための子育て応援講座
主　　題：子育ての不安や悩みを共有し、地域で子育て仲間をつくる
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 20 金

お互いに知り合う。不

安や悩み、気持ちを共

有する

オリエンテーション・自己紹介

アイスブレイク・みんなで話そう
元保育士� 石田　幸子

2 27 金
子どもとの向き合い方

①

親子の関わりとあそび

手づくりおもちゃをつくろう

3 7 4 金
前向きに子育てをする

ために①

幸せな子育てのために～命の大切

さ・愛おしさを心で感じる命のおは

なし～ バースコーディネーター

青木　千景

4 11 金
前向きに子育てをする

ために②
期間限定の子育てを楽しもう

5 18 金
子どもとの向き合い方

②
こどもの成長・発達と食事

藤崎保育園　栄養士� 渡邉　恭枝

子育て支援センターふじさき

保育士� 小林　千登勢

6 24 金 まとめ 講座の振り返り
石田　幸子

職員

●開設場所 教育文化会館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 主に区内在住で生後２～５カ月の第１子を子育て中の保護者

●参加者数 19人（男0人、女19人） ●延べ人数 94 人

●保育内容 同室見守り ●保育参加者数 19人（男７人、女12人）

●保 育 者 個人登録ボランティア他

教文　家庭・地域教育学級（2）
タイトル：思春期をむかえる子どもの心を育む
主　　題：思春期をむかえる親子の絆を深める
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 7 29 火 自己紹介
オリエンテーション

学習をはじめるにあたって
ファシリテーター� 藤田　美香

2 29 火
命を大切にする

心を育むⅠ

誕生学を学ぶ

命のはじまりから誕生まで
誕生学アドバイザー� 梅津　和美

3 30 水
命を大切にする

心を育むⅡ
思春期の心と体について

4 30 水
物を大切にする

心を育むⅠ

リサイクルについての学びと廃材を

使ったものづくり

フリースペースリフォーム工房������

代表� 山本　美佐子

5 31 木
物を大切にする

心を育むⅡ
エコクッキングふりかえり 東京ガス（株）エコクッキング担当

●開設場所 教育文化会館 ●時 間 帯 主に10:00 ～ 15:00

●対　　象 区内在住の保護者と小学４年生～６年生

●参加者数 10人（男２人、女８人） ●延べ人数 48 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ２人（男２人、女０人）

●保 育 者 ポピンズ
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教文　家庭・地域教育学級（3）
タイトル：みんなで作って楽しもう！
主　　題：みんなで物作りを体験し、物を大切にする心を育む
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 26 木
きいて、みて、つくって、

たのしむ

影絵上映・空き缶でふくろう笛をつ

くろう
おと絵がたり　代表� 加藤　妙子

2 26 木
ものを大切にする‟こ

ころ”を育む

バルーンアート、リメイク・リフォー

ム作品作り体験

バルーンアーティスト� 伊藤　知子

リフォーム工房　みどりの風

●開設場所 教育文化会館 ●時 間 帯 10:00 ～ 13:30

●対　　象 関心のある方 ●参加者数 81人 ●延べ人数 203 人

大師　家庭・地域教育学級
タイトル：くらべたって、しかたない
主　　題：我が子と向き合い、悩みを語り合える仲間をみつけよう
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 22 木
オリエンテーション

自己紹介

Ｎｏｂｏｄｙ’ｓＰｅｒｆｅｃｔっ

て？

ＮＰＯ法人子ども家庭リソースセン

ター　ファシリテーター

伊東　弘子

石川　文子

2 29 木
子育ての悩みに向き合

う
悩んでいるのは私だけ？

3 6 5 木
子育ての悩みは自分だ

けでないことを知る
みんなは何を悩んでいるの？

4 12 木
他者と自分の子育てを

比較しない
くらべたって、しかたない

5 19 木
子どもと向き合うこと

の大切さを学ぶ
完璧な親なんていない

6 26 木
影絵の協同作業を体験

し親睦を深める
みんなで一緒に おと絵がたり

●開設場所 大師分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 ２～３歳の子どもを持つ保護者

●参加者数 ９人（男０人、女９人） ●延べ人数 46 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ９人（男４人、女５人）

●保 育 者 保育グループクローバー
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田島　家庭・地域教育学級
タイトル：笑顔の子育て
主　　題：笑顔で子育てをするための学習と子育て中の親の仲間作り
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 5 金
子育てをストレスにし

ない方法を探る

オリエンテーション・マニュアル通

りにはいかない育児のあれこれ

福祉人材育成研究所 M&L　所長

五十嵐　さゆり

2 12 金
笑顔で子どもに向き合

う
子育ての悩みを笑顔に変えるには

スマイルワン　代表

大槻　笑子

3 19 金 幼児の特性を知る

1歳児から 2歳児の行動を知る

もしもの時、慌てないための知識と

準備

大島保育園　園長

薄田　あけ美

4 26 金
新鮮な気持ちで子育て

に取り組む
リフレッシュ体操とヨガの体験

（公財）日体協公認スポーツインス

トラクター� 中村　博子

5 10 3 金
笑顔を絶やさず前向き

な心で子育てをする
学習のまとめと話し合い 五十嵐　さゆり

●開設場所 田島分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 1歳から2歳児の子を持つ保護者

●参加者数 10人（男０人、女10人） ●延べ人数 34 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 11人（男２人、女９人）

●保 育 者 ボランティアグループいくいく他

幸　家庭・地域教育学級（１）
タイトル：親子遊びで子どもとスキンシップ！
主　　題：幼児とのスキンシップ方法を学び、子どもとの関わり方を学ぶ
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 29 木
子どもと向き合う上で

のスキンシップの大切

さを認識し、実際に家

庭で実践できるように

する

オリエンテーション・自己紹介

わらべ歌などの親子遊びを学ぶ 親子遊び研究家

篠　秀夫
2 6 5 木 体を動かして遊ぶ親子遊びを学ぶ

3 12 木
身近な材料で、子どもと遊べるおも

ちゃを作る

駒沢女子短期大学

元准教授� 菅原　順一

4 19 木 絵本の読み聞かせについて学ぶ
幸えほんの会

代表� 留目　知春

5 26 木 今後について考える これまでの内容を振り返る 職員

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 主に２歳以上の子どもとその保護者

●参加者数 10人（男0人、女10人） ●延べ人数 28 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 10人（男６人、女４人）

●保 育 者 幸保育学習会
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幸　家庭・地域教育学級（２）
タイトル：赤ちゃんといっしょ
主　　題：子育ての不安を話し合いで解消する
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 11 4 火 不安なことを取り除く
不安なこと悩んでいることを話し合

う

河原町保育園

園長� 堀　幸子

2 11 火 お出掛けの工夫 お出掛けの注意と工夫
幸区役所地域保健福祉課

保育士� 高和　浩美

3 18 火 離乳食の話 離乳食はどうするの
幸区役所地域保健福祉課

栄養士� 村田　美佐子

4 25 火 先輩の話
去年生まれた赤ちゃんの様子を聞い

てみる
昨年度受講者� 赤きた

5 12 2 火
ハンドメイドで写真を

飾ろう

ハンドメイドで子どもの写真を飾ろ

う

富士フィルムアルバムカフェ事務局

渡辺　梨絵

6 9 火 パパも子育てしてる パパにも子育てを協力してもらおう 職員

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 26年４月２日以降に生まれた赤ちゃんとママ

●参加者数 30人（男６人、女24人） ●延べ人数 120 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ８人（男２人、女６人）

●保 育 者 幸保育学習会

幸　家庭・地域教育学級（３）
タイトル：もうすぐ幼稚園
主　　題：幼稚園での生活の不安を話し合いで解消する
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 12 木
子どもは親と離れても

大丈夫

幼稚園に通わせるのに不安なことを

解消してもらう
幼稚園に子どもを通わせている親

2 11 火
幼稚園てどうゆうとこ

ろ

幼稚園の時間の流れやどういう事を

する所なのかを知ってもらう

小鳩幼稚園

園長� 金井　岳

●開設場所 幸市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 27年４月から幼稚園入園が決まっている親子

●参加者数 18人（男０人、女18人） ●延べ人数 33 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 34人（男14人、女20人）

●保 育 者 幸保育学習会



’14 教文・市民館活動報告書　Ⅲ ２（１）　家庭・地域教育学級　 ＜ 63 ＞

日吉　家庭・地域教育学級
タイトル：幼児と親の学級
主　　題：幼児期の子育ての課題について考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 3 金

子どもの理解や子育て

に関する様々なテーマ

について同じ立場の親

た ち が、 子 ど も の 成

長・発達について理解

を深め、子育ての不安

や悩みを共有し、親同

士の交流を図るととも

に、子どもは保育ボラ

ンティアとともに子ど

も同士の関わり合いを

体験することで、親も

子どもも共に育つこと

を学ぶ

学級の進め方・保育説明会
保育ボランティア「ぽっぽ」

職員

2 10 金 オリエンテーション・自己紹介
子育て支援・育児者グループ

わたぼうし� 三星　とく子

3 17 金
話し合おう、自分のこと子どものこ

と 帝京大学

教授� 杉本　真理子
4 24 金 子どもの育ちと大人の育ち

5 31 金 子どもと絵本の世界を考える 幸えほんの会　代表� 留目　知春

6 11 7 金 みんなで料理
国際交流サロン

ソラモン・シニアンブー

7 14 金 遊びの中で育まれるもの
ＴＯＫＹＯ　ＰＬＡＹ

代表� 嶋村　仁志

8 21 金 ゆる親のすすめ
ＮＰＯ法人フリースペースたまりば

理事長� 西野　博之

9 28 金 こころの発達と子どもの性教育
ウパウパハウス岡本助産院

岡本　登美子

10 12 5 金 学習のまとめ・交流会
保育ボランティア「ぽっぽ」

職員

●開設場所 日吉分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方

●参加者数 15人（男０人、女15人） ●延べ人数 130 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 16人（男９人、女７人） 

●保 育 者 ぽっぽ
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中原　家庭・地域教育学級（１） 
タイトル：思春期の子どもの力を育もう	
主　　題：子どもの将来を考えた上でどのような力を育めば良いか考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 5 木

将来を考える上で重要

な思春期の子どもの

様々な力とは何か、そ

の力を育むためにどう

すればいいか、考える

社会を生き抜く進路術
横浜市立大学名誉教授

中西　新太郎

2 12 木
親子でコミュニケーションの力を育

む

ＮＰＯ法人アサーティブジャパン

専属講師� 牛島　のり子

3 19 木
学校で行われるキャリア教育につい

て学ぶ

川崎市総合教育センター

指導主事� 倉賀野　滋

4 26 木 「夢」を見つける力を育む
認定ＮＰＯ法人キーパーソン２１　

代表理事� 朝山　あつこ

5 7 4 金 我が子の魅力を育む
参画はぐくみ工房

代表� 竹迫　和代

●開設場所 中原市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 思春期の子どもの保護者・関心のある方 

●参加者数 29人（男0人、女29人） ●延べ人数 111 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ４人（男１人、女３人）

●保 育 者 ぽかぽか

中原　家庭・地域教育学級（２）
タイトル：ドキドキの一年生からワクワクの一年生へ
　　　　　「親が就学前に知っておきたいこと」	 	 	
主　　題：小学校生活や家庭の役割・親のあり方について学ぶ
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 11 土 小学校生活を知る
学校生活や学校から受けられる支援

について学ぶ

子母口小学校　非常勤講師

上不　啓子

2 16 木
わくわくプラザについ

て学ぶ

活動内容や利用方法、子どもたちの

実態を知り、課題について考える

野川こども文化センター

館長� 山本　啓子

3 23 木
子どもの発達について

学ぶ
子どもの脳や心の育ちについて学ぶ

聖マリアンナ医科大学

小児科医師� 新井　奈津子

4 30 木
命の大切さ、他を思い

やる心について学ぶ

いじめについて学びながら、命と心

の大切さについて学ぶ

家庭教育カウンセラー

内田　玲子

5 11 6 木
前半を振り返り、お互

いの思いを共有する

不安や悩みを共有し、後半の学習に

繋げる
職員

6 20 木
家庭の役割や親のあり

方について学ぶ

子どもの心を理解し、気持ちの通じ

あう温かい親子関係を築く

柿の木坂相談室　主宰

小見　祐子

7 27 木 先輩ママと話し合う
子育てを通じて親も子も育つため

に、先輩ママの実体験を聞く

小学校低学年の子を持つ先輩ママ

３人

●開設場所 中原市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 第１子が未就学児の保護者

●参加者数 15人（男0人、女15人） ●延べ人数 64 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ４人（男１人、女３人）

●保 育 者 保育ボランティアぽかぽかの会
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高津　家庭・地域教育学級
タイトル：新米ママパパと赤ちゃんのゆる系子育て
主　　題：新米ママ・パパの子育てを楽しもう！
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 10 金 保育説明会
オリエンテーション・自己紹介

学級の進め方と保育説明

職員

保育ボランティア

2 17 金 子どもとの関わり
絵本の選び方についての話と親子で

行ける地域の子育て支援施設の紹介

ＮＰＯ法人「絵本で子育て」センター

　北　素子

3 24 金
子どもの権利について

知る

川崎市の母子手帳に書いてある「子

どもの権利」について学ぶ

元川崎市立小学校校長

山田　雅太

4 30 木
予防接種、病気・怪我

の正しい知識を持つ
予防接種と乳児の怪我や病気の話

北浜こどもクリニック院長

　北浜　直

5 11 1 土
夫婦で学んで実践

食育の知識１

乳幼児期の栄養バランスと食事のと

り方について学び実践する

管理栄養士

米井　智子

6 9 日 産後の体調管理
産後の体調管理・母乳育児のトラブ

ル対処法などについて知る

ウパウパハウス岡本助産院助産師

岡本　登美子

7 21 金
地域で子育てすること

について

子育てする上での仲間づくりや近所

のつながりを作る方法について学ぶ

元社会教育指導員

三星　とく子

8 23 日
夫婦で学んで実践

食育の知識２

乳児も食べられる献立を含んだ調理

の実践と受講者相互の交流

管理栄養士

米井　智子

9 28 金
地域で子育てすること

について
今までの講座の振り返りとまとめ

元社会教育指導員

三星　とく子

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 主に10:00 ～ 12:00

●対　　象 生後１歳未満の第１子を子育て中の保護者15組

●参加者数 19人（男9人、女10人） ●延べ人数 81 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ７人（男０人、女７人）

●保 育 者 高津市民館登録保育ボランティア
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橘　家庭 ･ 地域教育学級（1）
主　　題：0歳からの子育て
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 20 火
みんなでおしゃべりを

楽しもう

講座参加の動機などを発表したり遊

んだりしながら交流を深める
職員

2 27 火
子どもとのスキンシッ

プを学ぼう

自分の子ども以外の子と触れあい、

一人ひとりに違いがあることに気付く
ＨＵＧ♪ＨＵＧ�代表

勝呂　芽育

3 6 3 火
高津区の子育て支援を

知ろう

子育て支援の専門家と話し活用でき

る公的な支援策の情報を得る

高津区役所こども支援室
佐々木　悦子

保健福祉センター地域保健福祉課
山田　奈穂子

4 10 火
近隣の公共施設を活用

しよう

近隣で子育て支援を行っている施設

スタッフを囲んで話し、情報交換を

行う

子母口こども文化センター　館長　
和泉　君江

地域子育て支援センターしぼくち　
スタッフ� 山崎　明子、萩原　直子

5 17 火
地域の子育て支援者を

知ろう

身近な地域で子育ての支援を行って

いる人たちを知る

橘第二 ･三地区民生委員、児童委員
協議会

小林　美和子、采女　操
保育ボランティア「たけのこ」

林　千春、和久　理江子

6 24 火
先輩ママの話しを聞き

一歩を踏み出そう

現在も活動を続けている先輩ママた

ちの体験談を聞き学級の今後の可能

性を探る

子育てグループ ｢チロル」
大隅　千恵、小出　亜里沙、

鈴木　幸子

●開設場所 橘分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 11:30

●対　　象 0歳児をもつ保護者

●参加者数 14人（男０人、女14人） ●延べ人数 59 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 14人（男５人、女９人）

●保 育 者 ナルク川崎

橘　家庭 ･ 地域教育学級（2）
主　　題：思春期
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 29 木
思春期のこころと身体

の変化について知る

思春期というのがどういうものなの
かこころと身体の両面からみた基本
を学ぶ

神奈川臨床心理オフィス

臨床心理士� 森本　麻穂

2 2 5 木
子どもたちの悩み大人

の悩み
思春期の子どもたちの悩みととりま
く大人の悩みについて考える

東海大学　教授� 芳川　玲子

3 12 木
大人として親として何

ができるか、子どもと

どう向き合ったらいい

のかを学ぶ

子どもへの言葉かけ・見守り・寄り
添い方を学ぶ GOOD リレーションズ研究所

代表� 松本　純
4 19 木 前回の復習と応用 ･実践

5 26 木
今の自分とこれからの

自分に向き合っていく

これからの自分の未来像を思い描
く、受講者同士その内容について語
り合う

心理カウンセラー　　加藤　知恵子

講師補助� 田中　早苗

●開設場所 橘分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 思春期の子どもを持つ保護者と関心のある方

●参加者数 15人（男0人、女15人） ●延べ人数 54 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 5人（男4人、女1人）

●保 育 者 たけのこ
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宮前　家庭・地域教育学級（1） 
タイトル：ママ（＆パパ）と子どもの良い関係
主　　題：親子の関係について考え、地域に仲間を作って交流する
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 29 木
自己紹介・子育て仲間

と知り合いになろう

講座の趣旨説明と保育について

自己紹介とオリエンテーション

参画はぐくみ工房

代表� 竹迫　和代

2 6 5 木
自分の理想の子育てと

は何か？

大人の理想を子どもに押し付けず、

気持ちに寄り添う大切さを学ぶ
帝京大学

教授� 杉本　真理子
3 12 木

子どもの成長段階を知

ろう

子どもの発達に応じたコミュニケー

ションの取り方や接し方があること

を学ぶ

4 19 木
子どもへの実際の接し

方を考える

日ごろから多くの親子に接している

方に実践的な子どもへの接し方を聞

く

（社福）なごみ福祉会

子ども相談室相談員� 栗原　敦子

5 26 木
子どもと時間を共有す

るには

プラバンを使って、大人向けのアク

セサリーと子ども向けのグッズを作

る

みやまえ子育てフェスタ 2013

代表� 香田　香織

6 7 3 木
学習のふり返り・今後

の親子関係を考える

講座を通して学んだことのふり返り

とまとめ
竹迫　和代

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 未就学児を持つ保護者

●参加者数 20人（男０人、女20人） ●延べ人数 89 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 16人（男７人、女９人） 

●保 育 者 保育ボランティアすみれ

宮前　家庭・地域教育学級（２） 
タイトル：野川で、親子で、遊んで学ぼう
主　　題：野川地区で、子育ての方法や地域の子育てについて理解を深める
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 2 木
学級に対する不安・緊

張

受講者同士の自己紹介。育児の悩み

の共有と発表
職員

2 9 木
親子のコミュニケー

ション

リトミック

音やリズムに合わせて体を動かす
音楽療法トレーナー� 山本　雅

3 16 木
子育てのスキルと保育

園の活用方法

親子遊び等を知る。保育園の取り組

みから、地域での子育てを考える
有馬保育園　保育士� 村上　慈

4 23 木
子の発達過程と課題に

対応する力

子の発達過程に応じた叱り方、甘え

させ方を知る
元幼稚園教諭� 吉岡　久美

5 30 木
読み聞かせの方法

振り返り

年齢に合わせた読み聞かせの方法や

本の選び方を学ぶ
高津図書館職員� 吉岡　久美

●開設場所 野川こども文化センター ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 １～３歳児を持つ親

●参加者数 12人（男０人、女12人） ●延べ人数 35 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 ９人（男０人、女９人）

●保 育 者 保育ボランティア　すみれ
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宮前　家庭・地域教育学級（3）
タイトル：海外の子育て
主　　題：子育てについての多様な考え方を身に付ける�

回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 22 木 参加者を知る 自己紹介・オリエンテーション 職員

2 29 木 海外の子育てについて
日本と海外の子育てに関する考え

方・方法の違いを知る
公募市民講師　3名

3 2 12 木
海外での子育て体験を

知る

海外での子育て経験者から体験を聞

き、日本との違いについて意見交換

を行う

公募市民講師　3名

4 19 木 公募市民講師　3名

5 26 木 講座の振り返り

全体を振り返り、自らの子育てに対

する考え方への影響について意見交

換を行う

公募市民講師　3名

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 子育て中の方、関心のある方

●参加者数 24人（男２人、女22人） ●延べ人数 76 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 13人（男７人、女６人）

●保 育 者 宮前市民館保育ボランティア

宮前　家庭・地域教育学級（４）
タイトル：親子で楽しむ人形劇
主　　題：子どもの心を豊かにはぐくみ、親と子のかかわりを深める
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 4 水
親と子が関わりを深め

るには

１　歌と手遊び

２　｢カラスとおともだち ｣

３　「トラのこウーちゃん」

人形劇団ひとみ座

●開設場所 宮前市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 14:50

●対　　象 宮前区在住の親子

●参加者数 104人
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菅生　家庭・地域教育学級（１） 
タイトル：あつまれ～赤ちゃん★しゃべろーよ！ママ
主　　題：集い、話し、子育てを楽しもう
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 15 木
講座のねらいを理解し、

受講者が知り合う

オリエンテーション

自己紹介
職員

2 22 木

子どもと離れて学習す

る機会を設け、仲間づ

くりを図る

離乳食の疑問や悩みを出し合おう 管理栄養士� 宮田　愛

3 29 木
子育ての経験談や地域の子育て情報

を聞こう

子育て支援センターすがお元職員　

小柳津　百合子・先輩ママ（1名）

4 6 5 木 手作りリースに挑戦しよう 手芸研究家� 斎藤　哲

5 12 木 子育ての疑問や不安を出し合おう
（社福）なごみ福祉会子ども相談室

専門相談員� 栗原　敦子

6 19 木
親子スキンシップを楽

しむ
ベビーマッサージに挑戦しよう

チャイルドボディインストラクター

松村　郁子

7 26 木
これからの子育て、こ

れからの自分を考える

学級をふりかえり、気持ちの変化や

気づいたことを語り合う
小柳津　百合子

●開設場所 菅生分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 向丘地区在住の０歳児をもつ親

●参加者数 15人（男０人、女15人） ●延べ人数 90 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 15人（男６人、女９人）

●保 育 者 菅生分館登録保育ボランティア

菅生　家庭・地域教育学級（２） 
タイトル：輝くママの子育て応援講座
主　　題：私らしい子育てをするために	
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 10 16 木

子どもへの言葉かけや

子育て期における夫婦

間コミュニケーション

についての学習をとお

して自分らしい子育て

や支えあう子育てを考

える

オリエンテーション

自己紹介　
職員

2 30 木
子育て夫婦のコミュニケーション術
①　～パパと子育て楽しんでいます
か？～ 参画はぐくみ工房

代表� 竹迫　和代

3 11 6 木
子育て夫婦のコミュニケーション術
②　～ラベルを使って楽しく会話～

4 20 木
子育ては重労働 !！
ヨガで身体をほぐしましょう

ヨガインストラクター
児玉　沢子

5 12 4 木
栄養満点　笑顔も満点　
レッツ・クッキング！

料理研究家
米井　智子

6 11 木 これまでの講座を振り返って
職員

保育ボランティア（１名）

7 1 15 木
【公開講座】気持ちにゆとりをもっ
て子育てするために～心の育ちに
添って

昭和女子大学
教授� 藤崎　春代

●開設場所 菅生分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 1歳３カ月～就園前の子をもつ親

●参加者数 14人（男０人、女14人） ●延べ人数 78 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 15人（男７人、女８人） 

●保 育 者 菅生分館登録保育ボランティア
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多摩　家庭・地域教育学級
タイトル：続・集まれだだっこ 2歳児
主　　題：2歳児の子育てをゆとりある子育て期とするために
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 16 金

子どもの個性・動き・

感性を仲間を通じて知

ること。子どもの環境

的視点から栄養・幼稚

園・保育園の情報を知

りこれからに備える

オリエンテーション�参加者交流 多摩市民館� 職員

2 30 金 生田緑地で自然観察 植物絵本作家� 岩藤　しおい

3 6 6 金
2 歳児の自我の発達を学び育つ力を

知る

NPO 法人国際自然大学校　

校長� 藁谷　久雄

4 13 金
保育ボランティアの皆さんのお話し

から幼児期の現状を聞く
子育てを考える会　グレープ

5 20 金
野菜の版画で想像力を膨らませ、野

菜のおなかを親子で楽しく学ぶ
イラストレーター� 伊藤　千代美

6 27 金
子どもの体質や成長に合ったレシピ

を学ぶ
フードコーディネーター� 浜野　恵

7 7 4 金
子どもの幼稚園選びや保育園選びに

知識を備える
たマザーももクラブ

8 18 金
地域の子育て仲間を大切に思う気持

ちを育む
おと絵がたり

●開設場所 多摩市民館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 ２歳児をもつ親子

●参加者数 15組30人（男８人、女22人） ●延べ人数 142 人
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麻生　家庭・地域教育学級（1）
タイトル：HAPPY!	ママライフ
主　　題：子育てについてアドバイスをもらい、仲間作りを支援する
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 5 13 火
参加者を知る、子ども

が保育に慣れる

講座オリエンテーション

保育の説明、図書館利用説明

保育ボランティア「ジャンケンポン」

メンバー

職員

2 20 火

子育てに悩む保護者に、

専門家からのアドバイ

スをもらい、同じよう

な立場の仲間との話合

いを通して、保護者同

士の仲間づくりを支援

する。身近なところか

ら子育てに役立つヒン

トを得る

黒川で森のようちえん ＮＰＯ法人国際自然大学校　指導員

3 27 火
子どもの困ったに応えるコミュニ

ケーション
臨床心理士� 石井　栄子

4 6 3 火
発達に合わせて子どもの心の状態を

知る

川崎市立高石保育園

保育士� 鈴木　富恵

5 10 火 家族で健康になる食習慣
小田原女子短期大学

准教授� 元田　由佳

6 17 火 笑顔で子育て、笑顔トレーニング
笑顔セミナー事務局認定講師

川原　久美子

7 24 火
これからの自分たちのあり方を考え

る

参画はぐくみ工房

代表� 竹迫　和代

ア・ラ・モード　メンバー

8 7 1 火
岡上でフロアーボール体験、活き活

きママと出会う

おかがみフロアーボール O.S

�mammy's メンバー

9 8 火
先輩ママと共に「ゆるいつながり」

を参加者同士で共に作る

竹迫　和代

ア・ラ・モード　メンバー

10 15 火 講座の振り返り 講座の振り返りと保育のお別れ式

保育ボランティア「ジャンケンポン」

メンバー

職員

●開設場所 麻生市民館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 2～ 4歳の子どもがいる親

●参加者数 21人（男0人、女21人） ●延べ人数 169 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 20人（男12人、女8人）

●保 育 者 保育ボランティア「ジャンケンポン」

麻生　家庭・地域教育学級（2）
タイトル：HAPPY!	ママライフ２	
主　　題：子育て中の母親の仲間作りを支援する
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 3 17 火
子育中ストレスを自力

で解消する方法を学ぶ

アロマオイルを使ったストレス解消

方法を学び、笑顔で向き合えるよう

にする

アロマセラピスト

� 細山　摩子

●開設場所 麻生市民館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 ２～４歳の子どもがいる親

●参加者数 12人（男０人、女12人） ●延べ人数 12 人

●保育内容 自由遊び ●保育参加者数 12人（男８人、女４人）

●保 育 者 保育ボランティア「ジャンケンポン」
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岡上　家庭・地域教育学級
タイトル：おかがみで楽しく！ともそだち
主　　題：親、子ども、地域がともに学び育ち合う関係づくりを考える
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 19 金
お互いを知り、交流し

学級を理解する

オリエンテーション

学級と保育の説明

保育ボランティアグループ

「ジャンケンポン」

職員

2 26 金

「ともに育つ」を学ぶ

子ども、親、地域がお

互いに育ちあう現場か

ら「ともに育っていく」

これからを考える

楽しい親子あそび

親子あそび研究家

表現教育インストラクター

篠　秀夫

3 10 3 金 秋の岡上を散策する
ナチュラリスト・絵本作家

高柳　芳恵

4 10 金 写真の撮り方を学ぶ
フォトグラファー

山辺　恵美子

5 17 金 絵本の持つ力 高柳　芳恵

6 24 金 応急処置法を学ぶ
川崎体育救護クラブ

野牛　雪子

7 11 7 金 大地の恵みをあじわう 職員

8 14 金 みんなでゆっくり子育て
すぎのこ保育園

園長� 川名　初代

9 21 金
子育てに忙しい毎日に自分がいきい

きと出来るものを発見する

サクラクレパスメモラビリアート

スクラップブッキング

講師� 田村　彩

10 28 金 講座を振返る
学級の振返りと保育ボランティアか

ら子どもの様子を聞く

保育ボランティアグループ

「ジャンケンポン」

職員

●開設場所 岡上分館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 ２歳から就学前の子どもを持つ親

●参加者数 21人（男０人、女21人） ●延べ人数 158 人

●保育内容 自由遊び、お散歩 ●保育参加者数 21人（男12人、女９人）

●保 育 者 保育ボランティアグループ「ジャンケンポン」
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Ⅲ ２（2）　市民館保育活動

施設名 学級名 回数
子どもの
参加者数

対象年齢 延べ人数 保育者

教文

識 字 学 習 活 動 40 ７人 ２歳～就学前 49人
教育文化会館登録
ボランティア

家 庭･地 域 教 育 学 級（ １） 6 19人 ２ヵ月～５ヵ月 94人
教育文化会館登録
ボランティア他

家 庭･地 域 教 育 学 級（ ２） 5 ２人
１歳６ヵ月～就学
前

10人 ポピンズ

男 女 平 等 推 進 学 習（ １） 5 10人
１歳６ヵ月～就学
前

24人 ポピンズ

市 民 自 主 学 級
（ 地 域 の 中 で 発 達 障 が い
の 子 に 寄 り 添 う 子 育 て ）

8 ４人
１歳６ヵ月～就学
前

14人
保育ボランティアグルー
プいくいく

大師 家 庭･地 域 教 育 学 級 6 ９人 ２歳～就園前 46人 クローバー

田島 家 庭･地 域 教 育 学 級 5 ９人 １歳～２歳 33人
ボランティアグループ
いくいく他

幸

家 庭･地 域 教 育 学 級 5 34人 ０歳～就学前 41人 幸保育学習会

識 字 学 習 活 動 33 15人 １歳～就学前 169人 キャンディー

市 民 自 主 学 級
（ お ひ さ ま ク ラ ブ2014）

10 20人 ２歳～就学前 178人 幸保育学習会

市 民 自 主 学 級（ さ い わ
い イ ク メ ン ク ラ ブ2014）

4 ８人 ２歳～就学前 19人 幸保育学習会

男 女 平 等 推 進 学 習 5 ８人 ２歳～就学前 25人 幸保育学習会

日吉

家 庭･地 域 教 育 学 級 10 16人 １歳半～就園前 138人
保育ボランティア
ぽっぽ

市 民 自 主 企 画 事 業
（日吉ふれあい多文化交流）

3 ８人 １歳～就園前 ８人
保育ボランティア
ぽっぽ

中原

識 字 学 習 活 動 31 14人 ２歳～就学前 129人
保育ボランティア
どんぐりの会

家 庭･地 域 教 育 学 級（１） 5 ４人 ２歳～就学前 15人
保育ボランティア
ぽかぽかの会

家 庭･地 域 教 育 学 級（２） 7 ４人 ２歳～就学前 16人
保育ボランティア
ぽかぽかの会

高津

識 字 学 習 活 動（ 昼 ） 35 19人 １歳～４歳 284人

高津市民館登録
保育ボランティア

識 字 学 習 活 動（ 夜 ） 35 ３人 １歳～５歳 26人

家 庭･地 域 教 育 学 級 9 ７人 ６ヵ月～１１ヵ月 41人

男 女 平 等 推 進 学 習 5 10人 １歳～就学前 29人

平 和･人 権 学 習（１） 5 １人 １歳～就学前 4人

市民自主企画事業（みんな
で楽しむハッピー子育て）

1 26人 １歳～３歳 26人

市 民 自 主 企 画 事 業（ の
ん び り マ マ の 交 流 広 場 ）

3 30人 ６ヵ月～３歳 30人

橘

家 庭･地 域 教 育 学 級（１） 6 14人 ０歳～１歳 59人 ナルク川崎

家 庭･地 域 教 育 学 級（２） 5 ５人 ２歳～就学前 18人 たけのこ

市 民 自 主 学 級（1）
（ 私 ら し い 子 育 て ）

6 11人 ２歳～就学前 57人 たけのこ

市民自主学級（2）（社会や
仕事とつながる種のまき方）

5 ８人 ２歳～就学前 25人 ナルク川崎
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施設名 学級名 回数
子どもの
参加者数

対象年齢 延べ人数 保育者

宮前

宮 前 日 本 語 学 級 35 ８人 ６ヵ月～就学前 88人
宮前市民館登録
保育ボランティア

家 庭･地 域 教 育 学 級（1） 6 16人 １歳半～就学前 72人 保育ボランティアすみれ

家 庭･地 域 教 育 学 級（2） 5 15人 １歳～３歳 40人 保育ボランティアすみれ

家 庭･地 域 教 育 学 級（3） 5 13人 １歳半～就学前 56人
宮前市民館登録保育ボラ
ンティア
保育ボランティアすみれ

平 和･人 権 学 習（1） 5 ８人 １歳半～就学前 15人

男 女 平 等 推 進 学 習 10 11人 １歳半～就学前 85人

市 民 自 主 学 級
（ ご 近 所 国 際 交 流 ）

6 ７人 ２歳～就学前 19人 保育ボランティアすみれ

市 民 自 主 学 級
（ 宮 前 親 子 学 級 ）

15 18人
H23年４月２日～　
H25年４月１日生ま
れ

235人
子育て支援ボランティア

「あおぞら」

菅生

市 民 自 主 学 級（ マ マ が イ
キ イ キ 子 育 て 応 援 講 座 ）

7 15人
１歳３ヵ月～就園
前

84人

菅生分館登録
保育ボランティア

家 庭・ 地 域 教 育 学 級（1） 4 15人 ０歳児 90人

家 庭・ 地 域 教 育 学 級（2） 7 15人
１歳３ヵ月～就園
前

83人

市民エンパワーメント（2）
マ マ の フ ァ シ リ
テ ー シ ョ ン 講 座

3 10人 １歳半～就学前 25人

地 域 課 題 対 応 事 業
『 蔵 敷 生 活 学 校 に 学 ぶ 』

1 6人 １歳半～就学前 6人

多摩

識 字 学 級 36 14人 ０歳～就学前 199人

多摩保育グループ

男 女 平 等 推 進 学 習 10 ７人 １歳半～就学前 26人

家 庭･地 域 教 育 学 級 2 15人 ２歳 26人

市 民 自 主 学 級
（ コ コ ラ ク ）

6 13人 １歳半～就学前 32人

市 民 自 主 学 級
（ た ま 親 子 学 級 ）

10 17人 ２歳～３歳 131人

市 民 自 主 企 画 事 業
（ ビ バ　 オ ン ナ ヂ カ ラ ）

2 20人 １歳半～就学前 28人

たまたま子育てまつり講演会 1 13人 １歳～就学前 13人

麻生

識 字 学 習 活 動（ 昼 ） 37 ５人 ２歳～就学前 18人

保育ボランティアグループ
ジャンケンポン

家 庭・ 地 域 教 育 学 級（1） 10 20人 ２歳～就学前 166人

家 庭・ 地 域 教 育 学 級（2） 1 12人 ２歳～就学前 12人

岡上

家 庭･地 域 教 育 学 級 10 21人 ２歳～就学前 165人 ジャンケンポン

市 民 自 主 企 画 事 業
（もっとママスクラップ）

5 14人 １歳～就学前 47人
ジャンケンポン
麻生区子育て人材バンク
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Ⅲ ２（3）　保育ボランティア研修
幸　保育ボランティア研修
主　　題：保育ボランティア研修
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 1 16 金 市民館での保育
自己紹介　市民館ではどのように保

育しているか

幸保育学習会

ぽっぽ

2 23 金
子どもにとって集団は

どんな意味があるか

大人も子どもも自分らしく生きるた

めに

元宮前区地域教育会議

議長� 川西　和子

3 30 金 救命救急を学ぼう

【公開講座】

いざという時のために、救命救急を

学ぶ

幸消防署� 職員

4 2 6 金 保育園見学① 子どもたちにとって保育園ではどの

ような配慮をしているのかを学ぶ

小向保育園

5 13 金 保育園見学② 南河原保育園

6

2/17（火）

～ 3/5

（木）

市民館保育見学
市民館保育ボランティア活動を見学

して学ぶ（活動期間中 1回）

幸保育学習会

キャンディー

7 3 6 金 まとめ
講座を通じて学んだことをこれから

の活動に活かす
職員

●開設場所 幸市民館　他 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00 ③ 9:30 ～ 12:30

●対　　象 関心のある方

●参加者数 16人（男０人、女16人） ●延べ人数 104 人

高津　保育ボランティアスキルアップ研修   
主　　題：子育て応援し隊～子どもを見守る町に～
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 9 11 木

親子によりそってみよ

う～地域の子育て支援

者として①

保育ボランティア活動を通して得ら

れるもの

地域子育て支援センター

元職員� 小柳津　百合子

2 18 木

子育て支援にかかせな

い自他尊重のコミュニ

ケーション

アサーティブに自分の気持ちを相手

に伝えるコミュニケーションを体験

する

ＮＰＯ法人アサーティブジャパン

事務局長� 牛島　のり子

3 10 2 木
子育て支援者が知って

おきたい子どもの権利

子どもの権利から見る子どもと大人

の関係

早稲田大学総合人文科学研究セン

ター　招聘研究員� 安部　芳絵

4 9 木

子育て支援者が知って

おきたい外国人保護者

とのコミュニケーショ

ン

外国人保護者の話を聞き、違いに気

づく

多文化クラブとまと

田原　明子

外国人保護者

5 23 木

子どもによりそってみ

よう～地域の子育て支

援者として②

子どもとの時間の過ごし方を考える
高津区役所こども支援室

保育士� 瀬戸　かほる

●開設場所 高津市民館 ●時 間 帯 10:00 ～ 12:00

●対　　象 関心のある方

●参加者数 22人（男０人、女22人） ●延べ人数 69 人
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麻生　保育ボランティア研修（1） 
主　　題：保育ボランティア入門講座（1）
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 6 10 火

講座の主旨・保育ボラ

ンティアの役割を理解

する

オリエンテーション・自己紹介

「ジャンケンポン」の活動紹介

麻生区保育ボランティアグループ

「ジャンケンポン」メンバー

職員

2 17 火

保育現場で必要な知識・

技術を身につける

子どもの発達段階を学ぶ
和光大学　教授

太田　素子

3 24 火
子どもの発達段階に合わせた

歌や手遊びを学ぶ 和光大学　准教授

後藤　紀子
4 7 8 火 コミュニケーションや関り方を学ぶ

5 15 火
ボランティア活動の心

得を知る講座のまとめ

ボランティア活動の原則や心得を学

ぶ

臨床心理士

石井　栄子

６/17（火）

～

７/15（火）

ボランティア活動の現

場を知る

市民館保育活動を実際に体験する

家庭・地域教育学級の市民館保育実習

麻生区保育ボランティアグループ

「ジャンケンポン」メンバー

職員

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 14:00 ～ 16:00

●対　　象 保育ボランティアに関心のある方

●参加者数 19人（男０人、女19人） ●延べ人数 76人

麻生　保育ボランティア研修（2）
主　　題：保育ボランティア入門講座（2）
回 月 日 曜 学習課題 学習内容 講師 ･助言者など

1 2 10 火
ボランティア活動の心

構えを深める

ボランティア活動の原則や心得の理

解を深める

臨床心理士

石井　栄子

●開設場所 麻生市民館 ●時 間 帯 13:30 ～ 15:30

●対　　象 今期の入門講座を受講した方及びジャンケンポン

●参加者数 22人（男０人、女22人） ●延べ人数 22人

保育ボランティア連絡会
回 月 日 曜 内容 会場

1 3 5 木 情報交換・グループ交流 多摩市民館　第６会議室
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Ⅲ ３（1）　各区家庭教育推進協議会
川崎区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎ 齋　藤　植　栄 川崎区ＰＴＡ協議会　会長 野　口　恵　子 川崎区地域教育会議

○ 金　子　進一郎 東大島小学校　校長 高　畠　正　晶 教育文化会館　館長

郷　地　みゆき 川崎区ＰＴＡ協議会　会計

●開催日　８月５日、12 月 9 日、3月 10 日

幸区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎吉　澤　慶　太 幸区ＰＴＡ協議会　会長 古　田　奈央子 幸区ＰＴＡ協議会　会計

○青　木　由　秋 川崎市立小学校校長会幸支部 伊　藤　　　健 幸区地域教育会議　委員

本　田　芳　孝 幸区ＰＴＡ協議会　副会長 中　村　高　明 幸市民館　館長

●開催日　７月８日、10 月３日、2月 26 日

� �

中原区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎生　井　賢　一 中原区ＰＴＡ協議会　会長 竹　井　　　斎 中原区地域教育会議　議長

○大　窪　美　佳 中原区ＰＴＡ協議会　書記 岩　崎　正　人 中原市民館　館長

尾　崎　美　幸 木月小学校　校長

●開催日　７月 10 日、10 月 16 日、3月 12 日

高津区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎浦　　　貴　志 高津区ＰＴＡ協議会　会長 竹　口　政　雄 新作小学校　校長

○小　林　美　佳 高津区ＰＴＡ協議会　副会長 金　　　俊一郎 高津区地域教育会議　議長

稲　毛　伸　幸 西高津中学校　校長 諏　佐　裕　子 高津市民館　館長

●開催日　７月 11 日、3月 13 日

宮前区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎中上川　　　昭 宮前区ＰＴＡ協議会　会長 藤　本　勇　二 犬蔵中学校　校長

○根　岸　由　紀 宮前区ＰＴＡ協議会　副会長 横　田　不二夫 西有馬小学校　校長

小　川　耕　平 宮前区地域教育会議　議長 佐　藤　　　勝 西梶ヶ谷小学校　校長

山　田　友　之 宮前市民館　館長

●開催日　６月 10 日、3月 10 日�

多摩区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎田　村　賢太郎 多摩区ＰＴＡ協議会　会長 加　治　　　恵 多摩区ＰＴＡ協議会成人教育委員会　会長

○長谷川　　　淳 川崎市立東生田小学校　校長 川　口　キ　ン 多摩区地域教育会議

齊　藤　　　潤 多摩区ＰＴＡ協議会　副会長 池　谷　典　彦 多摩市民館　館長

●開催日　７月３日、９月 26 日�、３月５日

麻生区家庭教育推進協議会� （◎は会長、○は副会長）

氏　名 所　属 氏　名 所　属

◎名古屋　洋　一 麻生区ＰＴＡ協議会　会長 高　階　みどり 麻生区ＰＴＡ協議会　副会長

○高　橋　千　春 西生田小学校　校長 中　島　洋　子 麻生区ＰＴＡ協議会　副会長

山　田　安　之 麻生区地域教育会議　副議長 猪　瀬　　　敦 麻生市民館　館長

●開催日　７月 16 日、11 月 11 日、３月 10 日
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Ⅲ ３（2）　ＰＴＡ家庭教育学級講師派遣
教育文化会館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

殿町小学校ＰＴＡ 7 ・ 8 ～ 1・15
3

121（17）

子ども達の笑顔のために

親ができることは？

スクラップブッキング、ヨーグルト

クッキング、ＣＡＰ　大人のための

ワークショップ

四谷小学校ＰＴＡ 10・ 8 ～ 2・17
2

46（0）
親子で健康を学ぶ 食育、パーソナルカラー

東門前小学校ＰＴＡ 7 ・14～11・20
3

150（5）

子どもの心との向き合い

方

いじめについて、お小遣い教育、ガミ

ガミしないコミュニケーション方法

大師小学校ＰＴＡ 7 ・15～10・17
2

41（0）

子どもの健やかな成長を

見守ろう

ＣＡＰ　大人ワークショップ、リラッ

クスヨガ

川中島小学校ＰＴＡ 7 ・13～ 1・30
4

108（19）

子どもたちの心の育ちの

ために親が学ぼう

ＩＣＴを活用した学びと支援、ＣＡＰ、

携帯電話安全教室

藤崎小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・20
3

56（0）

親と子どものコミュニ

ケーション
エコクッキング、エアロビ、ＣＡＰ

さくら小学校ＰＴＡ 6 ・ 4 ～11・12
3

54（1）

親子で安全に過ごせる明

るい未来へ

救急救命講習、味の素　工場見学、家

族とのコミュニケーションをコーチン

グで学ぶ

渡田小学校ＰＴＡ 6 ・25～11・28
3

84（0）

家族が安心して楽しい毎

日を過ごすために

お弁当づくりの基本、生活習慣病予防、

フラワーアレンジメント

東小田小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・16
3

58（0）

みんなで元気にパワフル

子育て

「やる子」になるコーチング、体力向上、

食の安全

小田小学校ＰＴＡ 7 ・17～ 2・ 9
4

62（1）
子と共に育つために

おこづかい、スマホの利用について、

朝食づくり、アロマ

浅田小学校ＰＴＡ 7 ・11～10・24
2

62（2）

楽しく子育て　育てよう

子どもの自主性

子どもの自主性を育てるコーチング、

コーヒー教室

東大島小学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～ 2・19
3

64（1）

子と親と共に学ぶ・今　

出来る事

くらしのマナー、片付け術、キリンビー

ル工場見学

向小学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～ 1・20
3

86（0）
親力をＵＰしよう

くらしのマナー、知って得する護身術、

おいしい給食を作る

田島小学校ＰＴＡ 6 ・10～ 2・10
4

91（1）

家族の笑顔のために学ぼ

う

ＡＥＤの使い方、アロマ教室、イベン

ト料理を習う、鎌倉見学

新町小学校ＰＴＡ 9 ・12～ 1・19
4

114（8）

親と子のつながりを深め

よう

ＣＡＰ、親子でバスケットボール、工

場見学、校長先生と座談会

旭町小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・26
3

75（1）

育てよう未来ある子ども

の笑顔と親の笑顔
ＣＡＰ、社会見学、誕生学

宮前小学校ＰＴＡ 9 ・ 8 ～10・24
3

171（2）
子ども達を知ろう

いじめられる子・いじめる子にならな

いように、誕生学、子どもの好きな給

食メニューを再現

川崎小学校ＰＴＡ 7 ・15～10・23
2

69（0）

教育と健康管理を通じ子

どもの成長を見守ろう

川崎小学校が取り組む教育活動、ヤク

ルト　おなかの元気教室

京町小学校ＰＴＡ 9 ・22～12・17
2

25（0）

子どもの安全・親の出来

ること
防災出前講座、味の素工場見学

田島支援学校ＰＴＡ 9 ・25～11・14
3

90（2）

今の時代に沿った教育や

支援とは

成年後見制度、障害児の教育・支援・

理解、給食支援について

大師中学校ＰＴＡ 7 ・19～11・10
2

44（1）
ＰＴＡの親睦を深める フラエクササイズ、工場見学

南大師中学校ＰＴＡ 8 ・ 2 ～11・15
3

75（2）

親子のコミュニケーショ

ンを高める

ペーパークラフト教室、フラワーアレ

ンジメント、子どものやる気を育てる

コーチング

臨港中学校ＰＴＡ 10・3
1

8（0）
楽しく親睦を深める エコクラフトで籠づくり

川崎中学校ＰＴＡ 7 ・11～11・10
2

26（4）

保護者同士の親睦を深め

る
映画鑑賞、工場見学
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幸市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

南河原小学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～ 1・15
4

62（1）
大人も学校で楽しもう

音楽と私／エコクッキング／ AED 講習
会　他

御幸小学校ＰＴＡ 5 ・29～ 2・ 3
4

252（52）
「救急救命講習会」
私達ができる応急手当

救命救急法講習会／親子工作　他

戸手小学校ＰＴＡ 7 ・ 2 ～ 2・ 9
3

106（20）
家事も育児もチーム・
ファミリーで取り組もう

子どもを伸ばすお手伝い／父親に家事
の一部に参加するきっかけを作る　他

古川小学校ＰＴＡ 6 ・27～12・ 2
3

462（126）
親と子のコミュニケー
ション

CAP ／親子工作

東小倉小学校ＰＴＡ 5 ・17～11・30
4

512（103）
幸せな人生を歩んでいく
ためのヒントを学ぶ

親子工作／ CAP ／子どもの歩む道を考
える　他

下平間小学校ＰＴＡ 6 ・ 2 ～11・28
3

107（0）
親と子の絆を深めよう

CAP ／親と子の絆を深めよう／スク
ラップブッキング

古市場小学校ＰＴＡ 6 ・17～ 2・17
4

140（0）
子どもの身体と心を守る
ためにできることを学ぶ

家庭でできる食中毒対策／リース作り
／ AED の使い方を学ぶ

日吉小学校ＰＴＡ 6 ・16～ 1・19
4

97（1）
子どもを笑顔に～親がし
てあげられることを学ぶ

食育／子どもの心に栄養を　他

小倉小学校ＰＴＡ 6 ・ 3 ～ 1・29
4

295（0）
親と子どものコミュニ
ケーション

給食試食会／ CAP ／親子工作　他

夢見ヶ崎小学校ＰＴＡ 6 ・20～ 1・21
4

181（65）
豊かな心と体を育むため
に

救命救急講座／親子工作教室／崎陽軒
工場見学　他

下河原小学校ＰＴＡ 6 ・25～ 2・15
3

130（2）
笑顔のある生活について 私たちの食育／認知症について　他

南河原中学校ＰＴＡ 7 ・ 1 ～11・ 7
2

46（1）
子どもたちの健康につい
て親も学ぼう

子供の歯の現状を学ぶ

南加瀬中学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～12・18
2

41（0）
心も身体もゆがまない生
活を送るには

川崎市内、高校見学／子どもの成長痛
について

西御幸小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～11・18
3

139（50）
親も子も毎日を楽しもう どら焼き作り／親子工作　他

南加瀬小学校ＰＴＡ 6 ・ 5 ～ 1・30
3

93（0）

親子の関わりを深めて、
子どもたちの豊かな未来
を築いていこう

給食試食会／みんなで学ぼう交通安全
他

御幸中学校ＰＴＡ 6 ・20～12・12
2

36（2）
笑顔のある生活について 社会見学、森永工場／救命救急

塚越中学校ＰＴＡ 6 ・18～12・18
2

55（0）
今の中学生の思い悩みに
親はどう関わっていくか

中学生の今、子どもの思い親の悩み　
他

日吉中学校ＰＴＡ 6 ・18～ 1・29
3

83（0）
子どものための親として
できることを学ぼう

川崎市内、高校見学／子どものスマホ
について考える　他

中原市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

平間小学校ＰＴＡ 7 ・27～ 2・17
3

146（27）
親と子で学ぶ健やかな心
のために

五感を使った料理で食育 /子育てのヒ
ントになれば /夏休み親子工作教室

玉川小学校ＰＴＡ 6 ・26～11・21
3

90（2）
守ろう！育もう！親と子
の絆を！！

親子で取り組む性教育の考え方 /普通
救命講習会 /親子でできるステンド
アートを学ぼう

下沼部小学校ＰＴＡ 6 ・24～12・ 5
3

229（3）
深めよう　楽しく学んで
親子の絆

夢を持つ子どもたちへのサポートにつ
いて /子どもの性　他

苅宿小学校ＰＴＡ 6 ・24～12・12
3

98（0）
親子で共に成長しよう！
～心も体もすこやかに～

アレルギー講習会 /正しい姿勢を作る
コツを生かした子育て術 /アロマテラ
ピーでリラックス

木月小学校ＰＴＡ 6 ・17～ 2・16
3

79（0）
学ぼう　子どもたちの未
来を

消火器講習会＆ジュタドール製作 /
フットサル講習会 /キリン横浜ビアビ
レッジ見学
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東住吉小学校ＰＴＡ 6 ・26～12・ 4
3

335（0）
共育！子どもの健やかな
成長のために

ケータイ・ネットの危険性を知ろう /
自己表現ができない子どもたちへの関
わり方　他

住吉小学校ＰＴＡ 9 ・26～ 2・10
2

139（3）
子どもたちに充実した教
育環境を与えるために

小学生をやる気にさせる方法 /小学生
の英語教育（保護者として今できるこ
と）

井田小学校ＰＴＡ 6 ・27～ 1・23
5

224（2）
子ども達の健全な明るい
未来のために

ＣＡＰ /普通救命救急 /親子で見直す
物との関わりの大切さ　他

今井小学校ＰＴＡ 7 ・ 9 ～12・ 2
5

206（1）
ゆとりの心で楽しく子育
て

子どもたちの豊かな育ちのために /子
どもと話していますか？性のことにつ
いて　他

上丸子小学校ＰＴＡ 6 ・12～ 9・11
3

109（0）
変わりゆく生活環境を理
解し、成長していく

学校給食 /ケータイ安全教室 /マネー
教室

西丸子小学校ＰＴＡ 6 ・19～12・ 4
3

84（2）
知識を広げ、笑顔たくさ
ん明るい家庭

地球にやさしいエコ・クッキング /ス
ポーツを頑張る子どもたちのために　
他

中原小学校ＰＴＡ 6 ・23～12・ 3
3

97（1）
心も身体も健康であるた
めに！楽しく学ぼう

ペップトーク /成長期の子どもに必要
な栄養 /体幹・骨盤エクササイズ

宮内小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・21
4

181（0）
成長しよう親も子も

生と性 /親子で見直す物との係わりの
大切さ /楽しく子どもと向かい合うた
めに　他

大戸小学校ＰＴＡ 6 ・13～ 1・30
3

119（2）
親子のコミュニケーショ
ンを考えよう

ＣＡＰ /親子でコミュニケーション /
子どもを守るために～携帯・スマホに
潜む危険～

下小田中小学校ＰＴＡ 6 ・13～12・ 9
4

205（0）
子育てを楽しむために

食育と学校給食 /ＣＡＰ /おこづかい
教育出前講座 /知って安心！インター
ネット安全教室

新城小学校ＰＴＡ 6 ・30～ 2・ 3
4

252（35）
深めよう　学校と家庭の
きずな

誕生学～家庭で伝える性と生～ /給食
試食会 /親子工作 /料理教室

大谷戸小学校ＰＴＡ 6 ・12～12・12
3

120（0）
子どもの体と心を守る　
親の災害対策

普通救命講習 /リラックス状態で子ど
もと向き合う

平間中学校ＰＴＡ 6 ・ 7 ～11・27
2

85（19）
交流を深め、心と体のリ
フレッシュをしよう

球技大会 /工場見学

玉川中学校ＰＴＡ 7 ・10～12・15
2

72（2）
子どもたちのゆたかな心
と生きる力をはぐくむ

食育・ウエルネス料理教室 /見学会

住吉中学校ＰＴＡ 7 ・10～10・29
2

59（2）
家庭での心豊かな食生活
のために

頑張る中学生のための食育講座 /コー
ヒーセミナー

井田中学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～ 9・18
2

58（0）
自分の世界を広げ、新し
いことへチャレンジ

ラテンエクササイズ教室 /サンドブラ
スト体験

今井中学校ＰＴＡ 7 ・ 9 ～ 1・19
3

100（0）
心と体のリフレッシュを
しよう

香育から学ぶ子どもと香りの関係 /宝
塚歌劇鑑賞会 /工場見学

中原中学校ＰＴＡ 11・19
1

21（1）
健康な食生活について

乳製品をプラスしたメニューで健康な
食生活を

宮内中学校ＰＴＡ 10・29～11・18
2

148（63）
まずは親から学ぼう

スポーツから学ぶペップトークとは /
防災体験学習

西中原中学校ＰＴＡ 7 ・ 2 ～ 9・25
2

115（0）
心にゆとりをもち、成長
期の子どもと向き合う

スマートフォン・ネットなどのトラブ
ルについて /石鹸ブリザーブ講習会

聾学校ＰＴＡ 9・19
1

20（2）
コミュニケーションの取
り方について

親子で手作り作品

中原区ＰＴＡ協議会 10・28
1

117（8）
子育てに役立つコミュニ
ケーションスキル

心に響くペップトーク

高津市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

子母口小学校ＰＴＡ 6 ・24～ 2・24
4

115（０）
強い心と体

強い心と体／夏の疲れを野菜とアロマ
で癒そう／継続できる片付け方法／ウ
ツなんかこわくない !
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橘小学校ＰＴＡ 6 ・27～ 1・29
5

337（28）
親子で、心も体も生き生
きと！！

生き生き子育て～家庭、学校それぞれ
の役割～／学校で始まるキャリア教育
／子どもの性教育

末長小学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～ 1・22
4

165（0）
すこやかに楽しく今学ぼ
う

子どもの命を守ろう／家庭で磨く算数
力／生きる力～もめごとはこやし～／
安心 ･おいしいパン作り

新作小学校ＰＴＡ 6 ・17～ 2・ 6
4

191（3）
心も体も元気になれる新
発想！！

活元運動でリフレッシュ！／後伸びす
る子の家庭の習慣／いつもの家庭にお
花をプラス

東高津小学校ＰＴＡ 9 ・19～11・26
3

217（2）
親と子の丈夫な心とから
だづくり

ネット社会に生きる現代のこどもたち
／守ろう！子どものいのち／美しく健
康でいられるように

久本小学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～12・18
4

213（0）
親の笑顔と子どもの笑顔

夢をかなえる片付け／親子で楽しむボ
ディーワーク／親子で免疫力アップ

坂戸小学校ＰＴＡ 6 ・24～12・16
3

94（0）
親子で守ろう☆心と体

スポーツ活動中の水分補給と熱中症対
策／ＣＡＰ／体のゆがみを整える

高津小学校ＰＴＡ 7 ・ 2 ～12・11
3

111（0）
親と子のコミュニケー
ション

親子で広げようエコの輪／今できる親
子のコミュニケーション／良い親子関
係つくり

久末小学校ＰＴＡ 6 ・18～ 2・ 2
3

89（1）
食事を通じて栄養！健
康！大切さを学ぼう！

栄養 ･食育の話／きちんとカルシウ
ム！親子コース／地球においしいエコ
･クッキング

下作延小学校ＰＴＡ 9 ・25～12・11
42

42（0）
昔と違う！？親子のコ
ミュニケーション

ＣＡＰ／上手なコミュニケーションの
ヒントを探る／親と子のコミュニケー
ション

久地小学校ＰＴＡ 6 ・23～ 2・17
4

137（0）
子どもの心と体の健康を
考える

子どもの心理／誕生学／親子のコミュ
ニケーション／工場見学

中央支援学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～ 2・ 2
3

78（1）
親と子のゆとりのある生
活

プリザーブドフラワー講習会／参加型
講演会～小さな悩みは誰に聞けばいい
の？／フラダンス体験

東橘中学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～12・ 1
2

73（2）
保護者のつながり
家族のつながり

大人の遠足バスツアー／手作りおやつ
教室

橘中学校ＰＴＡ 6 ・27～ 2・ 4
3

106（1）
ココロとカラダの健康づ
くり

今から知っておきたい！認知症の話／
ふれあいクッキング／ピラティス体験
レッスン

高津中学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・20
2

45（0）
上手に気分転換しストレ
スの無い毎日を

生活にアロマテラピーを／茶道体験

東高津中学校ＰＴＡ 9 ・27～12・ 6
2

53（0）
学習を通して全員同士の
交流を深める

夏の疲れをアロマで癒す／オリジナル
フラワーブローチを作ろう

西高津中学校ＰＴＡ 10・ 2 ～12・11
2

67（2）
毎日笑顔ですごそう

エゴスキュー体操／親と子のコミュニ
ケーション／日帰り研修バスツアー

高津区ＰＴＡ協議会 2・13
1

33（4）
インターネット社会の現
状と問題点

ネット社会の現状を知り、それに対応
する知識を学ぶ

宮前市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

野川中学校ＰＴＡ 6・21
1

352（0）
高校説明会 高校説明会

野川小学校ＰＴＡ 5 ・30～ 1・16
3

88（0）
親子関係を健やかに

CAP ／思春期の親子関係／コーヒー教
室

宮崎中学校ＰＴＡ 7 ・15～11・26
2

45（0）
親子で知っておきたい心
と体を守る心得

救急講習会／思春期の子との接し方

宮崎小学校ＰＴＡ 9 ・11～ 1・19
2

118（0）
輝く子どもの未来のため
に

食育／子どもの自立を育む部屋づくり

梶ヶ谷小学校ＰＴＡ 7 ・10～ 2・17
3

105（0）
親子のすこやかな未来の
ために

お金のしつけ／コーヒー講座／ＡＥＤ
講座
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西梶ヶ谷小学校ＰＴＡ 6 ・13～ 1・14
3

67（0）
子どもの心身の伸びやか
な成長のために

CAP ／エコクッキング／コミュニケー
ションエクササイズ

西有馬小学校ＰＴＡ 6 ・24～12・ 4
3

143（1）
しあわせチャージ～ゆと
りある子育て～

心理学理論を活かした子育て／片付け
術／腸内環境を整えてインフルエンザ
予防

有馬小学校ＰＴＡ 6 ・ 9 ～ 1・15
5

143（5）
なし

ＣＡＰ／給食試食会／社会見学／コー
ヒー教室／歯のケアについて

鷺沼小学校ＰＴＡ 10・23
70

70（0）
子どもは大人のパート
ナー

子どもにとって重要な存在は友達、基
本的な存在は親、安心は何でも話せる
人の存在

宮前平中学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 9・11
2

72（0）
子どもの未来のために今
できること

我が子を守る危機管理／親子のコミュ
ニケーション

富士見台小学校ＰＴＡ 6 ・20～10・31
2

222（0）
共育ち～一緒に育てよ
う！「生きる力」～

性教育／パワーヨガ

宮崎台小学校ＰＴＡ 6 ・30～ 1・20
3

234（1）
深めよう親子の絆、守ろ
う子どもたちの未来

CAP ／性教育／パワーヨガ教室／花ま
る学習会　後伸びする子の家庭の習慣

宮前平小学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～11・17
2

91（1）
親も子どもも笑顔でいら
れるために

子どもの困っている気持ちへの理解と
支援／スマートフォンの危険性を知
り、トラブルを防ぐ

土橋小学校ＰＴＡ 6 ・27～ 2・24
4

289（0）
子どものやる気と親の願
い

子どものやる気と親のほん気／ CAP ／
プラスのストロークで自分も対人関係
も変わる／食育

向丘中学校ＰＴＡ 7 ・10～12・19
2

57（0）
どうしたら子どもを守れ
るかを考える

学校を取り巻く環境の変化／青少年の
薬物乱用防止

平小学校ＰＴＡ 7 ・11～11・13
3

115（1）
子どもの成長への理解と
歩み寄り

子どもとできる健康体操／性教育／校
長講話

上作延小学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～ 2・ 5
3

112（1）
子どもの笑顔と未来のた
めに

姿勢と健康／食育教室／子育て観・学
習観を考える

南原小学校ＰＴＡ 7 ・11～11・20
2

48（1）
子どもたちの健康づくり
について

コーディネーショントレーニング／食
から考える家族の健康

平中学校ＰＴＡ 9・6
1

36（12）
自然散策、工場見学を通
じて、地域を知る

バスツアー

向丘小学校ＰＴＡ 1・19
1

37（0）
親子で一緒に健康に！ 姿勢と健康

菅生中学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～ 2・24
2

35（0）
思春期の子どもたちに親
が出来ること

色が教える人の性格や心理を知り、人
間関係に活かす

菅生小学校ＰＴＡ 6 ・24～ 1・20
3

88（0）
家庭で子どもと一緒にで
きる学習

ＡＥＤ講習／家庭で優しく教える生と
性／内臓アゲアゲ体操

稗原小学校ＰＴＡ 9 ・18～12・ 2
2

62（0）
みんなで守ろう　子ども
の笑顔

救命講習／コーヒー教室

犬蔵中学校ＰＴＡ 7 ・ 5 ～11・28
2

53（0）
子どもの思春期を乗り切
るために

思春期の子どもに対する心の持ち方と
体力作り／大人の社会見学バスツアー

犬蔵小学校ＰＴＡ 6 ・26～12・ 4
3

164（3）
楽しくストレス発散する
ための提案

心のストレッチ／親子のストレス発散
法／コラージュで新しい自分を発見す
る

白幡台小学校ＰＴＡ 8 ・25～10・ 7
3

87（0）
親子のスマイルコミュニ
ケーション

CAP/ 親子のコミュニケーション

宮前区ＰＴＡ協議会 1・28
1

277（1）
愛してるを伝えよう

愛と優しさで人は育つ。ハープ演奏。
子が「生まれてきてよかった」と思え
るために大切なこと

多摩市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

稲田小学校ＰＴＡ 9 ・11～ 1・21
3

90（2）
鍛えて磨こう！心と体笑
顔いっぱい元気な毎日

ＡＥＤ救命救急講習／子どもにどう伝
える？性について／震災時の具体的な
備えと自治体の動き
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宿河原小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 1・29
4

586（100）
笑顔きらり！楽しく学ん
で親子で成長

ＣＡＰ／夏休み親子工作教室／コー
ヒーと健康／子どもを見守るパワーを
つけましょう

長尾小学校ＰＴＡ 7 ・27～ 2・12
3

150（85）
心と体を健康に～親子で
楽しむ為に～

夏休み親と子の工作教室／個性に合わ
せて～性格構造学～／自己有用感を育
む子育て

登戸小学校ＰＴＡ 7 ・14～11・14
3

119（2）
共に癒し、共に育つ～笑
顔の為の親子力～

子どもに元気・活気・勇気を与えるトー
ク術／フィットボクシング講習会／凸
凹発達の子ども達

中野島小学校ＰＴＡ 6 ・10～ 7・20
4

333（1）

子どもたちの心の育ちの
ために親ができることを
学ぶ

給食試食会／親子工作教室／お菓子実
習／ＣＡＰ

下布田小学校ＰＴＡ 7 ・27～ 1・19
3

207（0）

生き生きした毎日のため
親子で元気とやる気アッ
プ！

親と子の工作教室／子どもを励まし、
元気を与えるトーク術／笑顔で子育
て！健康的な体作り

菅小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～ 2・ 5
5

290（90）
私の笑顔が子どもの笑顔
に！

ルーシーダットン／親子で仲良く工作
／ペップトーク／クリスマスリース作
り　他

東菅小学校ＰＴＡ 6 ・20～ 2・ 5
3

120（2）
みんなで学ぼう！心と体
の健康について

給食から学ぶ食育／心と体のリフレッ
シュ／大切な自分の存在・生きる力に
ついて～誕生学～

南菅小学校ＰＴＡ 7 ・ 8 ～ 1・30
3

74（1）
心と体にビタミンを

食育について話し合い考えよう／ＣＡ
Ｐ／命の大切さを学ぼう・親子の絆を
深めよう

西菅小学校ＰＴＡ 6 ・20～ 1・27
4

180（41）

深めよう親子の絆　育て
よう子どもたちの笑顔と
輝きを

給食試食会／親子工作教室／ｙｏｇａ
～ゆったり呼吸を体感～／女性の身体
を知ろう！

東生田小学校ＰＴＡ 6 ・ 5 ～ 1・20
3

119（2）

絆力ＵＰ！よりよい親子
コミュニケーションのた
めに

給食試食会／子どもの生きる力を育て
るコミュニケーション心理学／昔話か
ら読み解く子どもの心

三田小学校ＰＴＡ 6 ・13～11・10
3

108（1）
子どもたちのために役立
つ知識を得よう！

学校給食会／アンガーマネジメント～
親の感情のコントロールを身につける
～／ＣＡＰ

生田小学校ＰＴＡ 9 ・ 2 ～ 1・27
3

94（2）

健やかな心と身体で過ご
す毎日と子どもの笑顔の
ために

調理実習つきの食育講話／子供へのお
こづかい教育／ＡＥＤ講習

南生田小学校ＰＴＡ 6 ・19～ 2・ 6
5

240（2）

未来ある子どもたちのた
めに、親も世界を広げよ
う

給食試食会／子供に教えよう！身の守
り方／親子で学ぶ香り講座／イライラ
しない子育て講座　他

南生田中学校ＰＴＡ 7・7
1

61（1）
ＰＴＡ会員の親睦を深め
よう

ＰＴＡ会員の親睦を深めよう

菅中学校ＰＴＡ 7 ・ 3 ～11・28
2

42（0）
笑顔でいよう～家族のた
め、自分のために～

お弁当作りを通して食育を学ぼう／社
会科見学

生田中学校ＰＴＡ 6 ・29～ 1・31
5

141（1）

中学生の親として心身の
健康増進と豊かな人間性
を育む

成長期の子どもに必要な栄養／イン
ターネット安全教室／防災体験学習　
他

多摩区ＰＴＡ協議会 7・10
1

134（27）
哲学的対話と子供のため
の哲学を学ぼう

哲学的対話の可能性～「子供の哲学」
を中心に～

麻生市民館� ※参加者数（　）内は男性

実施団体 開設期間
回 数

参加者数
テーマ 学習内容

麻生小学校ＰＴＡ 6 ・10～11・25
6

365（－）
豊かな心で育む絆

ＣＡＰ /校長先生講演会 /子育てによ
りそうアロマテラピー /夏休み親子工
作 /給食試食会　他

王禅寺中央小学校ＰＴＡ 6 ・13～11・21
4

450（－）
親と子のきずなを深める

給食試食会 /かわさき星空ウオッチン
グ /地球においしいエコ・クッキング
他
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岡上小学校ＰＴＡ 7 ・17～ 1・27
3

56（1）
親子で育てる豊かな心と
笑顔

子どもといっしょに笑顔で毎日を送る
には /プレイバックシアターでみる子
どものこころ　他

柿生小学校ＰＴＡ 6 ・19～11・20
3

159（12）
心と体の健康

校長先生をかこんで /小学生の「ここ
ろ」～親子としてともに育ち合う～ /
子どもの健康と給食の栄養

片平小学校ＰＴＡ 7 ・10～ 1・23
3

118（0）
知ろう、学ぼう、感じ合
おう

普通救命講習会／誕生学
たまには Hot 一息 !!

金程小学校ＰＴＡ 6 ・ 5 ～11・27
3

124（0）
子どもたちを守る、育て
るヒントを学ぼう

ＡＥＤを使ってみよう／子どもの心の
コーチング／誕生学

栗木台小学校ＰＴＡ 7 ・ 4 ～11・26
3

132（0）
親子で心と健康を育もう 色育講座／食育講座／誕生学

真福寺小学校ＰＴＡ 7 ・10～11・15
2

53（4）

家庭教育学習を知っても
らおう！参加してもらお
う！

校長先生に何でも聞いてみよう／ＡＥ
Ｄにさわってみよう！

千代ヶ丘小学校ＰＴＡ 6 ・26～12・ 4
3

99（0）
子どもの安全と教育につ
いて

子どもたちに伝える大事なお金の話 /
子どもの靴の減り方から分かるからだ
の歪み　他

長沢小学校ＰＴＡ 6 ・19～ 1・23
3

74（0）
守りたい～生命と笑顔

ケータイ・パソコン安心安全講座／市
民救命をめざして／誕生学

西生田小学校ＰＴＡ 7 ・ 7 ～11・21
3

137（1）

次世代を担う子どもたち
の未来のために今できる
こと

校長先生による西生田小の子どもたち
の今/優しく伝える性のお話、愛情いっ
ぱい伝えて行こう他

東柿生小学校ＰＴＡ 7 ・ 8 ～12・ 5
4

105（3）

子どもたちの心と身体の
ためにできることを学ぼ
う

校長先生と交流／給食試食会／家庭で
の応急対策とＡＥＤ講習他

南百合丘小学校ＰＴＡ 6 ・30～ 2・24
5

258（0）
心身共に健康で明るい生
活を送るために！

「楽しくズンバ」講習 /夏休み親子工
作きょうしつ /救急救命講習会他

百合丘小学校ＰＴＡ 6 ・ 9 ～11・21
3

258（0）
家庭力を高めよう

ＣＡＰ／子どもの自立を育む部屋づく
り／後伸びする子の家庭の習慣

はるひ野小中学校ＰＴＡ 7 ・10～ 1・15
4

257（1）

地域・家庭の中で安心・
安全を備える /防災に強
いはるひ野を目指す

アウトドアの知識を防災に役立てる／
社会見学会／体の内側から親と子の健
康を守る

麻生中学校ＰＴＡ 11・20
1

24（0）

「子どものやる気を引き
出すコーチング」を学ぼ
う

子どもの自発的行動を引き出すコーチ
ング講座

王禅寺中央中学校Ｐ
ＴＡ

11・27
1

26（0）

思春期の子どもへ親がど
う接したらいいのかを学
ぶ

中学生の子どもをもつお母さんのため
の性教育

柿生中学校ＰＴＡ 6 ・30～ 9・29
2

65（0）

いざという時の対処法と
は /恵まれない環境の子
どもたちの現状を知る

ＡＥＤ講習会 /映画鑑賞会

金程中学校ＰＴＡ 7 ・ 8 ～10・30
2

54（1）
親と子、共に学ぶ～情報
と国際交流～

サイバー犯罪被害防止教室
親と子ともに学ぶ国際交流

白鳥中学校ＰＴＡ 7・9
1

36（0）
思春期の性教育 親子で取り組む思春期の性教育

長沢中学校ＰＴＡ 7 ・ 2 ～10・23
3�

74（0）
保護者のリラクゼーショ
ン

ヨガ教室 /プリザーブドフラワー教室
/バスツアー

西生田中学校ＰＴＡ 7・12
1

18（0）
思春期の子どもとの親子
関係について

上手に乗り切ろう子どもの思春期

麻生区ＰＴＡ協議会 5 ・22～12・ 6
2

111（48）
地域みんなで子どもの安
全を見守る

保護者から子どもに伝える正しく安全
なインターネットの使い方 /放課後の
子どもたちを守るために

�
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Ⅲ ３（３）　子育て支援啓発事業
 事業名 活動内容 会場

川崎区子育て支援

啓発事業

①子育てひろばの開設、および子育て情報の提供

　子育てひろば　きょうぶん

　実施期間:５月～３月（８月は除く）

　第２水曜・第４木曜　10:00 ～ 11:30�������　　　　　　　　　

　月２回開催　全18回　参加者延べ102組224人

教育文化会館

②フリースペース　こそだてひろば‟だいし”

　就園前の子を持つ保護者同士の交流、情報交換、仲間づくりの場の提供

　実施期間:４月～３月（12月は除く）第４水曜日9:30 ～ 11:30

　月１回開催　全11回　参加者延べ22人

大師分館

幸区子育て支援

啓発事業

①�子育て広場の開設・子育て支援情報の発信　毎月第2火曜日子ども支援室協

力で保育士さんと遊ぼう　第３火曜日おまけの広場（８月お盆休み、休館

日を除く）全22回　参加延べ人数360人

幸市民館

中原区子育て支援

啓発事業

①�ふれあい子育て広場　0歳～ 1歳半までの親子が交流するフリースペース　

実施期間:5月～ 2月（8月、祝日、年末を除く）　

　第1・3水曜日10:30 ～ 12:00　全16回　参加人数延199人

②すくすく赤ちゃん広場・5ヵ月までの親子が交流する場

　実施期間:5月～ 2月（8月、祝日、年末を除く）

　第1水曜日13:30 ～ 15:00�全9回　参加人数延121人

③すくすく赤ちゃん広場・6ヵ月からハイハイまでの親子が交流する場

　実施期間:5月～ 2月（8月、祝日、年末を除く）

　第3水曜日13:30 ～ 15:00�全7回　参加人数延89人

中原市民館

高津区子育て支援

啓発事業

①�キューピーランド　０歳～１歳11 ヵ月までの子どもと、その保護者が交流

するフリースペース、ボランティアによる情報提供を行う。

　�５月～２月（８月を除く）月１回（第２火曜日）10:00 ～ 12:00　計９回　

参加者403人

②�「おはなしの魔法」　講師　おはなしかご　城内三枝子　参加者20組40人

高津市民館

宮前区子育て支援

啓発事業

①�毎月第2木曜日　10:00 ～ 11:30　子育てフリースペース「たんぽぽ広場」

全12回　64組128人

②平成27年3月4日（水）　10:00 ～ 11:15�｢親子でリトミック｣　25組50人

宮前市民館

多摩区子育て支援

啓発事業

子育てひろばの開設と子育て情報の発信

①子育てひろば　月２回　第２・４火曜日（８月、年末年始、祝日を除く）　

　全17回　223組（446名）

②�外国人の子育てひろば　月１回　第２金曜日（８月、年末年始、祝日を除く）

参加人数46組（95名）

③�子育て情報ひろば　年１回　平成26年６月18日（水）開催　参加人数44組

多摩市民館

麻生区子育て支援

啓発事業

①�子育てフリースペース「よち・わく・のび」開催原則第１・２水曜日「よ

ちよちっこ・のびのびっこ」第３・４水曜日「わくわくっこ」10:00 ～

12:00　全33回参加者551組　延べ1,106人

②�子育てフリースペース拡大版「親子のための楽しいうたとリトミック」

　11月19日（水）10:00 ～ 12:00参加者93組185人

麻生市民館

� � � � �
� � � � �
� � � � �
� � � � �
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Ⅲ ３（4）　家庭教育支援講座
施
設
名

日時
参加

者数
学習内容 講師 会場

教
文

9月6日

9:30 ～ 14:30
400 手づくりおもちゃをつくって遊ぼう 元保育士　石田　幸子 教育文化会館

3月10日

10:00 ～ 11:30
33 親子で楽しむあそびとおはなし

保育ボランティアぽか

ぽかの会
大師分館

幸
２月28日

10:30 ～ 12:30
54

子どもにとって作って遊ぶことの大

切さを学ぶ
菅原　順一 幸市民館

日
吉

11月30日

13:30 ～ 17:30
39

読み聞かせとボディーパーカッショ

ン、ブックトーク

矢代　貴司　

市川　初枝
日吉分館

２月６日

10:30 ～ 13:30
30

子どもたちを豊かに育てる家庭での

読みきかせ

鎌倉女子大学短期大学

講師　児玉　ひろ美
日吉合同庁舎

中
原

12月６日

①10:00 ～ 11:00

②11:00 ～ 12:00

38 親子でボディパーカッション

ＮＰＯ法人ボディパー

カッション協会認定指

導者

中原市民館

3月13日

①10:00 ～ 11:00

②11:00 ～ 12:00

49 親子でボディパーカッション

ＮＰＯ法人ボディパー

カッション協会認定指

導者

中原市民館

高
津

11月30日

13:30 ～ 15:30
45

からだ･あたま･こころを育もう

「あそびのちから」親子ムーブメン

ト

和光大学　大橋さつき

ムーブメントリーダー

２名

高津市民館

宮
前

10月31日

9:15 ～ 11:15
107

幼児期の子どもに対するコーチング

サポート、コミュニケーション方法

ＮＰＯ法人ハートフル

コミュニケーション

代表理事　菅原　裕子

鷺沼幼稚園

多
摩

10月27日

10:00～ 12:00
86

大災害に備え日頃から学校・家庭・

地域で考え行動することを学ぶ

元　南三陸町立歌津中

学校

阿部　友昭

多摩市民館

麻
生

2月13日

14:00 ～ 16:00
582

「折れない心」を育てる～母親だか

らできること～

花まる学習会　代表　

高濱　正伸
麻生市民館
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Ⅲ ３＜参考＞家庭教育支援チーム
 事業名 活動内容 会場

川崎区家庭教育支援

チーム

①ＰＴＡ家庭教育学級説明会・情報交換会　　　　　　　　　　�����������

　5月9日（金）10:00 ～ 12:00

②ＰＴＡ家庭教育学級報告会・情報交換会

　2月20日（金）10:00 ～ 12:00

教育文化会館

幸区家庭教育支援

チーム

①「ＰＴＡ家庭教育学級　説明会・情報交換会」

　４月25日（金）10:00 ～ 12:00　参加人数35人

②「ＰＴＡ家庭教育学級　報告会」

　２月26日（木）10:00 ～ 12:00　参加人数32人

幸市民館

中原区家庭教育支援

チーム

①「ＰＴＡ家庭教育学級　説明会・情報交換会」（小・聾学校）

　4月25日（金）10:00 ～ 12:00�参加人数46人

②「ＰＴＡ家庭教育学級　説明会・情報交換会」（中学校）

　5月16日（金）10:00 ～ 12:00�参加人数23人

③「ＰＴＡ家庭教育学級　情報交換会」

　6月12日（木）10:00 ～ 12:00�参加人数17人

④「ＰＴＡ家庭教育学級　報告会・情報交換会」（小・聾学校）

　2月20日（金）10:00 ～ 12:00�参加人数35人

⑤「ＰＴＡ家庭教育学級　報告会・情報交換会」（中学校）

　2月27日（金）10:00 ～ 12:00�参加人数20人

中原市民館

高津区家庭教育支援

チーム

①「ＰＴＡ家庭教育学級説明会・情報交換会」

　５月８日（木）10:00 ～ 12:00　参加人数　32人

②「ＰＴＡ家庭教育学級報告会・情報交換会」

　２月26日（木）10:00 ～ 12:00　参加人数　27人

高津市民館

宮前区家庭教育支援

チーム

①「ＰＴＡ家庭教育学級説明会・情報交換会」

　４月24日（木）参加人数51人

②「ＰＴＡ家庭教育学級報告会・情報交換会」

　２月26日（木）参加人数41人

宮前市民館

多摩区家庭教育支援

チーム

①ＰＴＡ家庭教育学級説明会・情報交換会

　４月25日（金）9:45 ～ 12:00　参加人数41人

②ＰＴＡ家庭教育学級実施報告会

　２月26日（木）9:45 ～ 12:00　参加人数34人

多摩市民館

麻生区家庭教育支援

チーム

①�「家庭教育支援チーム」情報交換会9月19日（金）10:00 ～ 12:00

　参加人数41人

②�「家庭教育支援チーム」報告会2月18日（水）10:00 ～ 12:00

　参加人数50人

麻生市民館

� � � � �

� � � � �

� � � � �
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